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令和３年度 事業報告書



 

令和３年度 社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会

－ 事 業 報 告 －

国においては、すべての人々が地域、暮らし、生きがいを共に創り高め合う地域共生社

会の実現に向け、「相談支援」、「参加支援」、「地域づくり支援」の一体的な実施によ

る重層的支援体制の整備を推進しています。

広島市においては、地域に関わるあらゆる主体が一緒になり、地域の実情に応じた諸課

題を解決することができる持続可能な地域社会の実現を図ることを目的として、「広島市

地域コミュニティ活性化ビジョン」が策定されました。

こうしたなか、地域福祉の推進を一層図っていくため、令和４年４月１日付けで広島市

社協と８区社協は法人合併し、法人運営業務の集約化・効率化することにより、地区社協

活動の支援等に注力できる体制を整えました。

本会としても、地域活動やボランティア活動が新型コロナウィルス感染症の影響により

制限される状況のなかでも、コロナ禍で生まれた新たな取り組みや先駆的な取り組みの把

握に努め、地区社協、関係機関等との積極的な情報共有を行い、地域福祉活動の推進に努

めました。

Ⅰ 重点事業

１ 福祉のまちづくりを進める活動を推進します

地域ごとの状況に合わせた小地域福祉活動を推進するため、新・福祉のまちづくり総

合推進事業、福祉のまちづくりプランの策定、地区社協活動拠点の整備・活用促進等を、

地区ごとの状況に合わせて支援しました。また、地区社協活動拠点へのスタッフ配置に

よる拠点機能強化のための「地区社協活動拠点活性化支援事業」、地区社協と各種団体

の連携強化のための「地域団体連携支援基金事業費助成金」などの情報提供や申請支援

などにより、地域コミュニティ活性化のための取り組みを支援しました。

また、職員がブロックごとに地域を担当し、年２回の地区社協活動拠点訪問等により

地域状況や社会資源の把握に努めるとともに、新たにパソコンやタブレット端末などを

活用したオンライン情報交換会を毎月実施し、地区社協間の情報共有とネットワークづ

くりを推進しました。

２ 多様な市民活動を応援します

当事者団体や関係機関と連携した地域活動やボランティア活動などの担い手育成の

ためのボランティア講座や交流行事については、参加者の安全や感染拡大防止を最優先
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に考え、感染防止策や実施内容についての見直しを行いながら可能な範囲で実施しまし

た。また、区内の防災士や地域団体の協力を得て、災害経験を継承し風化させないため

の啓発の取り組みを継続して行ったほか、障害者週間に合わせ、障がいに関する理解と

交流行事や活動への参加促進のための啓発の取り組みを新たに実施しました。

３ 一人ひとりの暮らしを受け止め、つなぎ、ささえます

コロナ禍において一層深刻化・複雑化した生活・福祉課題への対応を含め、新型コロ

ナウィルス感染症の影響により減収された世帯向けの生活福祉資金特例貸付への対応な

ど、社協の既存事業と福祉サービス利用援助事業（かけはし）や生活困窮者への支援を

行うくらしサポートセンターとの連携により、相談者に寄り添った支援をすすめました。

４ 東区の地域特性を反映した独自事業を推進します

これまでの障がい児・者当事者団体や障がい福祉事業者との交流や情報共有の場づ

くりの支援を通して、コロナ禍においてつながる場の大切さを再確認したことから、

ウィズコロナを踏まえた事業のあり方を検討しました。

また、地域の多様な取り組みや好事例を区域で共有できるよう、東区社協マスコット

キャラクターを活用し、様々な機会や広報媒体による効果的な情報発信による広報啓発

活動に努めました。

 

Ⅱ 事業の実施状況

１ 法人運営事業
（１）法人運営会議の開催

ア 理事会

回 開催日 内 容 審議結果 出席者

月 日 月
決議の省略
（社会福祉
法第 条の

第 項）

議案
第 号 令和 年度事業報告及び決算について
第 号 第 期理事及び監事候補者の選定について
第 号 第 期評議員候補者 一部 の推薦について
第 号 第 期評議員候補者の推薦について
第 号 第 回評議員選任解任委員会の開催について
第 号 定時評議員会の開催について

報告事項
事務局職員の就業に関する規程等の一部改正について
事務局職員の職務に係る倫理の保持に関する状況等の報告について

承認
同意
同意
同意
原案可決
原案可決

終了
終了

理事 名
監事 名

月 日 金 議案
第 号 正副会長の選定について
第 号 広島市・区社会福祉協議会の法人合併契約の承認について
第 号 令和 年度補正予算について
第 号 第 回評議員会の開催について

選定
承認
同意
原案可決

理事 名
監事 名
事務局 名

月 日 金 議案
第 号 広島市・区社会福祉協議会の法人統合後にお
ける運営委員会の構成について
報告事項
会長の職務執行状況の報告について

終了 理事 名
監事 名
事務局 名

月 日 木 議案
第 号 令和 年度補正予算について
第 号 運営委員会委員の推薦について
第 号 令和 年度事業計画及び収支予算について
第 号 第 回評議員会の開催について

報告事項
会長の職務執行状況の報告について

承認
承認
承認

終了

理事 名
監事 名
事務局 名

イ 評議員会

回 開催日 内 容 審議結果 出席者

月 日 月
決議の省略
（社会福祉
法第 条の
第 項）

議案
第 号 令和 年度事業報告及び決算について
第 号 第 期理事及び監事の選任について

承認
選任

評議員 名

月 日 水 議案
第 号 広島市・区社会福祉協議会の法人合併契約の承認について
第 号 令和 年度補正予算について

承認
同意

評議員 名
理事 名
事務局 名

月 日 金 議案
第 号 令和 年度補正予算について
第 号 令和 年度事業計画及び収支予算について
報告事項
運営委員会委員の推薦について

承認
承認

報告

評議員 名
理事 名
事務局 名
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ウ 監事会 開催日 令和 年 月 日（火）

出席者 会長、監事 名、事務局 名

内 容 ①令和 年度事業監査について

②令和 年度会計監査について

エ 評議員選任･解任委員会
第 回 開催日 令和 年 月 日（木）※書面による審査

出席者 委員 名（事務局長は委員として出席）

内 容 第 期評議員候補者 一部 の選任について

第 期評議員候補者の選任について

オ 正副会長会議
回 開催日 内 容 出席者

月 日 火 ① 今後の主な予定について
② 令和 年度区社協職員体制及び事務分掌について
③ 令和 年度区社協事業年間計画表について

正副会長 名
事務局 名

月 日 火 ① 今後の主な予定について
② 広島市社会福祉協議会理事及び評議員の推薦について
③ 新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症への対応について

正副会長 名
事務局 名

月 日 火 ① 今後の主な予定について
② 理事会・評議員会のｽｹｼﾞｭｰﾙについて
③ 法人統合に伴う正会員費、賛助会費の取扱いについて
④ 地区社協拠点訪問（ 回目）の実施について
⑤ ｵﾝﾗｲﾝによる助成金等説明会の開催

正副会長 名
事務局 名

月 日 火 ① 今後の主な予定について
② 第 回理事会及び第 回評議員会の議案について
③ ｵﾝﾗｲﾝによる助成金等説明会の開催について
④ 地区社協拠点訪問（ 回目）について
⑤ 東区社協防災月間における防災ｺｰﾅｰについて

正副会長 名
事務局 名

月 日 火 ① 今後の主な予定について
② 東区共同募金委員会の開催について
③ 法人合併後の区社協運営について
④ 地区社協拠点訪問（ 回目）報告
⑤ 災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ運営に係る区役所関係課との協議について

正副会長 名
事務局 名

月 日 火 ① 今後の主な予定について
② 法人統合後の定款、会員規定、運営委員会規程について
③ 令和 年 月大雨災害への対応について

正副会長 名
事務局 名

月 日 火 ① 今後の主な予定について
② 法人合併契約調印式について
③ 広島市成年後見利用促進センターの開設について
④ 西区及び安佐南区災害ボランティアセンターの閉所について

正副会長 名
事務局 名

月 日 火 ① 今後の主な予定について
② 障がい理解の啓発月間について
③ 地区社協事務局長会議について
④ タブレットの活用について

正副会長 名
事務局 名

月 日 火 ① 今後の主な予定について
② 第 回理事会の議案について
③ 地区社協活動拠点訪問（ 回目）について
④ 障がい理解の啓発月間について

正副会長 名
事務局 名

月 日 火 ① 今後の主な予定について
② 法人合併後の部会・委員会について
③ 地区社協活動拠点訪問（ 回目）について

正副会長 名
事務局 名

月 日 火 ① 今後の主な予定について
② 区域協議体の設置について
③ 地区社協活動拠点訪問（ 回目）報告
④ 法人合併に伴う運営委員会委員の委嘱について

正副会長 名
事務局 名

 

月 日 水 ① 今後の主な予定について
② 第 回理事会及び第 回評議員会の議案について
③ 法人指導監査の結果について
④ 部会委員会の開催状況について
⑤ 法人合併後の第 回運営委員会の開催について

正副会長 名
事務局 名

（２）区社協役職員による各種会議･行事等への参加
ア 市社協主催の各種研修･会議等への参加
ア 市・区社協の法人統合の検討・協議

・合併調印式
・広島市 区 社会福祉協議会経営協議会
・広島市 区 社会福祉協議会運営調整会議

オンライン オンライン

オンライン
（イ）事務局長会議 オンライン ･ 臨時オンライン ･ 臨時オンライン

オンライン オンライン

（ウ）主任会議 開催なし
（エ）その他、担当職員会議・研修会等への参加

・かけはし担当者会議（オンライン併用）
・新任職員研修
・庶務事務研修会
・共同募金委員会担当者会議
・地域福祉担当者会議
・地区社協運営費助成情報共有会議（オンライン併用）
・地域団体連携支援基金 事業費助成金検討会議 （オンライン会議）、 、
・社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業担当者会議 （オンライン会議）
・ボランティア担当者･ボランティアコーディネーター合同会議
・共同募金担当者会議
・生活福祉資金貸付担当者会議
・地区社協活動拠点活性化支援事業担当者会議 （オンライン併用）
・福祉教育担当者会議（オンライン会議）
・ホームページ担当者会議
・経理担当者会議
・業務推進協議会（オンライン会議）
・日常生活自立支援事業担当者会議（オンライン会議）
・文書事務・契約事務勉強会（オンライン会議）
・心配ごと相談事業担当者会議
・法人統合検討チーム会議（地域福祉課） 、 （オンライン会議）
・法人統合検討チーム会議（ボランティアセンター）

イ 県社協・全社協等主催の各種研修・会議等への参加
・令和３年度市町被災者生活サポートボラネット運営者会議（オンライン会議）
・令和３年度社協経理研修 オンライン研修会
・令和３年度キャリア別社協職員研修（中堅職員） 、 、
・令和３年度キャリア別社協職員研修（中間管理職）
・市町被災者生活サポートボランティアセンター運営者研修 担当者 （オンライン会議）
・市町被災者生活サポートボランティアセンター運営者研修 マネージャー・担当者 （オンライン会議）
・令和３年度社会福祉協議会活動全国会議（オンライン会議）

ウ 関係機関・団体による会議等への出席
（ア）東区民児協評議員会

※ 月は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止のため開催中止
（イ）地域包括ケア推進会議
（ウ）東区市域共生社会の実現に向けたネットワーク会議

※実務者会議
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月 日 水 ① 今後の主な予定について
② 第 回理事会及び第 回評議員会の議案について
③ 法人指導監査の結果について
④ 部会委員会の開催状況について
⑤ 法人合併後の第 回運営委員会の開催について

正副会長 名
事務局 名

（２）区社協役職員による各種会議･行事等への参加
ア 市社協主催の各種研修･会議等への参加
ア 市・区社協の法人統合の検討・協議

・合併調印式
・広島市 区 社会福祉協議会経営協議会
・広島市 区 社会福祉協議会運営調整会議

オンライン オンライン

オンライン
（イ）事務局長会議 オンライン ･ 臨時オンライン ･ 臨時オンライン

オンライン オンライン

（ウ）主任会議 開催なし
（エ）その他、担当職員会議・研修会等への参加

・かけはし担当者会議（オンライン併用）
・新任職員研修
・庶務事務研修会
・共同募金委員会担当者会議
・地域福祉担当者会議
・地区社協運営費助成情報共有会議（オンライン併用）
・地域団体連携支援基金 事業費助成金検討会議 （オンライン会議）、 、
・社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業担当者会議 （オンライン会議）
・ボランティア担当者･ボランティアコーディネーター合同会議
・共同募金担当者会議
・生活福祉資金貸付担当者会議
・地区社協活動拠点活性化支援事業担当者会議 （オンライン併用）
・福祉教育担当者会議（オンライン会議）
・ホームページ担当者会議
・経理担当者会議
・業務推進協議会（オンライン会議）
・日常生活自立支援事業担当者会議（オンライン会議）
・文書事務・契約事務勉強会（オンライン会議）
・心配ごと相談事業担当者会議
・法人統合検討チーム会議（地域福祉課） 、 （オンライン会議）
・法人統合検討チーム会議（ボランティアセンター）

イ 県社協・全社協等主催の各種研修・会議等への参加
・令和３年度市町被災者生活サポートボラネット運営者会議（オンライン会議）
・令和３年度社協経理研修 オンライン研修会
・令和３年度キャリア別社協職員研修（中堅職員） 、 、
・令和３年度キャリア別社協職員研修（中間管理職）
・市町被災者生活サポートボランティアセンター運営者研修 担当者 （オンライン会議）
・市町被災者生活サポートボランティアセンター運営者研修 マネージャー・担当者 （オンライン会議）
・令和３年度社会福祉協議会活動全国会議（オンライン会議）

ウ 関係機関・団体による会議等への出席
（ア）東区民児協評議員会

※ 月は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止のため開催中止
（イ）地域包括ケア推進会議
（ウ）東区市域共生社会の実現に向けたネットワーク会議

※実務者会議
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（エ）広島市障害者立支援協議会東地区地域部会
全体会：
地域支援部会：
研修会：日 時 令和 年 月 日（金） ～

方 法 アプリを使用したオンライン開催
テーマ 『地域のしくみをゆるめる』
講 師 世界ゆるスポーツ協会代表理事 コピーライター

澤田智洋氏
（オ）東区子育て交流広場運営協議会 （書面照会）
（カ）東区青少年健全育成連絡協議会定例評議員会 （書面表決）
（キ）平成 年 月豪雨災害犠牲者追悼式
（ク）東区地域包括支援センター運営協議会・東区地域ケア会議
（ケ）東区コミュニティ交流協議会東区民大会

エ 研修会への職員講師派遣
・令和 年 月度 戸坂圏域介護支援専門員研修会

日 時 令和 年 月 日（月） ～
場 所 広島第一病院 地域交流スペース
内 容 社会福祉協議会の成り立ちについて
参加者 名

・東区民生委員児童委員協議会生活福祉部会研修会
日 時 令和 年 月 日（火） ～
場 所 東区総合福祉センター 階 大会議室
内 容 生活福祉資金貸付制度について

広島市くらしサポートセンターについて
福祉サービス利用援助事業「かけはし」について

参加者 名

（３）法人の適正運営・財源確保
ア 法人の適正運営
（ア）資産総額変更登記 令和 年 月 日
（イ）代表者重任登記 令和 年 月 日
（ウ）令和３年度社会福祉施設等指導監査 令和 年 月 日

イ 財源の確保
（ア）社協会員制度の実施

・正 会 員 会 費 団体 円
・賛 助 会 員 会 費 件 円

２ 企画・広報事業
（１）広報紙の発行

ア 広報委員会の開催
回 日時･場所 内 容 出席者

月 日 金
～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修室

① ｢東区社協ふくしだより｣発行状況について
② 情報発信に関する取り組みについて
③ 広島市・区社会福祉協議会の法人合併について
④ その他

委員 名
事務局 名

 

イ 東区社協ふくしだよりの発行

広報紙№ 発行月 発行部数

令和 年 月 部

令和 年 月 部

令和 年 月 部

ウ 配布方法
・新聞折り込みにて東区内各戸へ配布 折込紙 中国･朝日･読売

（２）インターネット環境を活用した広報活動
区社協ホームページ、東区役所フェイスブック等を活用し、区社協や地区社協等
の取組を積極的に情報発信し、若者世代へも効果的な広報活動を行った。

（３）東区ちゃいちゃいまつりの開催支援
ア 東区ちゃいちゃいまつり実行委員会

【※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策で実施なし】

イ 東区ちゃいちゃいまつり
【※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止】

３ 部会・委員会事業
（１）部会の設置

地域福祉推進部会

日時･方法 内 容 送付先

月 日 木
書面照会

① 令和 年度東区社協事業計画（案）について
② その他

委員 名

（２）委員会の設置

ア 地域福祉活動計画第 次 か年計画策定委員会

東区社協地域福祉活動第 次 か年計画 ～ の実施期間が 年間延長された

ため、策定委員会開催はなし。

イ 広報委員会（企画・広報事業） ※再掲

日時･場所 内 容 出席者

月 日 金
～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修室

①｢東区社協ふくしだより｣発行状況について
②情報発信に関する取り組みについて
③広島市・区社会福祉協議会の法人合併について
④その他

委員 名
事務局 名

ウ ボランティアセンター運営委員会（ボランティアセンター活動事業）

日時･方法 内 容 送付先
月 日 月
書面照会

① 令和 年度東区ボランティアセンターの活動状況について
② 令和 年度東区ボランティアセンターの活動計画（案）について
③ 広島市・区社会福祉協議会の法人合併について
④ その他

委員 名
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イ 東区社協ふくしだよりの発行

広報紙№ 発行月 発行部数

令和 年 月 部

令和 年 月 部

令和 年 月 部

ウ 配布方法
・新聞折り込みにて東区内各戸へ配布 折込紙 中国･朝日･読売

（２）インターネット環境を活用した広報活動
区社協ホームページ、東区役所フェイスブック等を活用し、区社協や地区社協等
の取組を積極的に情報発信し、若者世代へも効果的な広報活動を行った。

（３）東区ちゃいちゃいまつりの開催支援
ア 東区ちゃいちゃいまつり実行委員会

【※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策で実施なし】

イ 東区ちゃいちゃいまつり
【※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止】

３ 部会・委員会事業
（１）部会の設置

地域福祉推進部会

日時･方法 内 容 送付先

月 日 木
書面照会

① 令和 年度東区社協事業計画（案）について
② その他

委員 名

（２）委員会の設置

ア 地域福祉活動計画第 次 か年計画策定委員会

東区社協地域福祉活動第 次 か年計画 ～ の実施期間が 年間延長された

ため、策定委員会開催はなし。

イ 広報委員会（企画・広報事業） ※再掲

日時･場所 内 容 出席者

月 日 金
～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修室

①｢東区社協ふくしだより｣発行状況について
②情報発信に関する取り組みについて
③広島市・区社会福祉協議会の法人合併について
④その他

委員 名
事務局 名

ウ ボランティアセンター運営委員会（ボランティアセンター活動事業）

日時･方法 内 容 送付先
月 日 月
書面照会

① 令和 年度東区ボランティアセンターの活動状況について
② 令和 年度東区ボランティアセンターの活動計画（案）について
③ 広島市・区社会福祉協議会の法人合併について
④ その他

委員 名
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エ 生活福祉資金調査委員会（貸付事務事業）※小委員会のみ開催
福祉資金 福祉費 （生保世帯のｴｱｺﾝ購入 、
福祉資金 福祉費 （生保世帯の補聴器購入）

教育支援資金 就学支度費（生保世帯の高等学校進学費用）

４ 指定管理事業
（１）東区地域福祉センター指定管理

ア 利用件数・人数
区 分 個 人 団 体 合 計

件 数 件 件 件

人 数 人 人
人

目標数 人

イ 形態別利用状況

区 分
件 数 件 人 数 人

徴収使用料 円
団 体 個 人 団 体 個 人

目 的内 －

目的外

合 計

ウ 部屋別利用状況 開館日数 日
部 屋 別 利用件数 利用日数 利用人数

大会議室 室 件 日 人

大会議室 室 件 日 人

大会議室 室 件 日 人

機 能 訓 練 室 件 日 人

ボランティアサロン 件 日 人

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修室 件 日 人

福祉団体共通作業室 件 日 人

託児子ども室 件 日 人

小 会 議 室 件 日 人

印 刷 作 業 室 件 日 人

点 字 印 刷 室 件 日 人

朗 読 録 音 室 件 日 人

合 計 件 日 人

エ 防災コーナー設置 （ ～ ）再掲

オ ボランティアイントロ講座（ ）【※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止】

カ 障がい理解の啓発コーナー設置（ ～ ）

キ 東区ちゃいちゃいまつりの開催支援【※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止】

ク 地域福祉講座（東区福祉のまちづくり公開講座）
【※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止】

 

５ 地域（地区・学区社協）福祉活動推進事業
（１）地区社協育成事業

ア 地区社協会長･地域福祉推進委員･事務局長及び民児協会長等合同会議の開催
日 時 令和 年 月 日（水） ～
方 法 ｵﾝﾗｲﾝ開催（新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止のため）
参加者 地区社協会長・地域福祉推進委員・事務局長等 名
議 題 ①地区社協関連事業について

②地区社協助成金等の交付について

イ 地区社協事務局長会議
日 時 令和 年 月 日（水） ～
場 所 東区総合福祉センター 階 大会議室
参加者 地区社協事務局長、事務局次長等
内 容 自己紹介及び活動紹介

ウ 地区社協情報交換会の開催
日時・場所 内 容 参加者
月 日 火
ｵﾝﾗｲﾝ

①取組紹介『困りごと支援のための有償ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体設立の取り組み』
発表団体：牛田学区社会福祉協議会

②質疑応答、情報交換、情報共有
③その他：ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動保険、行事用保険について

赤い羽根共同募金のお願いについて
ｵﾝﾗｲﾝ研修会開催の紹介

月の開催日程と内容について

地区社協： 名
区社協： 名

月 日 水
東区総合福祉ｾﾝﾀｰ
階 大会議室

①地域団体連携支援基金 事業費助成金について
②その他：協同労働について

ｻﾛﾝのﾈﾀ帳について
月の開催日程と内容について

地区社協： 名
区社協： 名

月 日 木
ｵﾝﾗｲﾝ

①取組紹介『ｺﾛﾅ禍で実施してきた取組紹介等』
発表団体：福田地区社会福祉協議会

②質疑応答、情報交換、情報共有
③その他：障がい理解の啓発月間のご案内について

拠点の 環境の設置状況について
地域団体連携支援基金の今年度申請見込みについて

月の開催日程と内容について

地区社協： 名
区社協： 名
行 政： 名

月 日 木
ｵﾝﾗｲﾝ

①地域団体連携支援基金 事業費助成金 申請事例の紹介
②質疑応答、情報交換、情報共有
③その他： 月の開催日程について

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末貸与に関する意向調査について（広島市からのｱﾝｹｰﾄ）
の整備状況について

ゆうちょ銀行 現金振込の手数料について

地区社協： 名
区社協： 名
南区社協：
市社協： 名
行 政： 名

月 日 木
ｵﾝﾗｲﾝ

【事務局長会議】
①地区社協事務局運営の現状について
②情報交換、情報共有等
③その他：地区社協活動拠点活性化支援事業 令和 年度の変更点について

月の開催日程等について

地区社協： 名
区社協： 名
行 政： 名

月 日 金
ｵﾝﾗｲﾝ

①広島市生活支援体制整備事業に係る東区区域協議体の設置・運営について
②質疑応答、情報交換、情報共有
③その他：東区社協ふくしだよりについて

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険について
月の開催日程等について

地区社協： 名
区社協： 名
行 政： 名

月 日 木
ｵﾝﾗｲﾝ

① の機能を一つ使ってみよう
②新年度に向けてのお願い
③情報交換、情報共有等
④その他

地区社協： 名
区社協： 名
行 政： 名
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５ 地域（地区・学区社協）福祉活動推進事業
（１）地区社協育成事業

ア 地区社協会長･地域福祉推進委員･事務局長及び民児協会長等合同会議の開催
日 時 令和 年 月 日（水） ～
方 法 ｵﾝﾗｲﾝ開催（新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止のため）
参加者 地区社協会長・地域福祉推進委員・事務局長等 名
議 題 ①地区社協関連事業について

②地区社協助成金等の交付について

イ 地区社協事務局長会議
日 時 令和 年 月 日（水） ～
場 所 東区総合福祉センター 階 大会議室
参加者 地区社協事務局長、事務局次長等
内 容 自己紹介及び活動紹介

ウ 地区社協情報交換会の開催
日時・場所 内 容 参加者
月 日 火
ｵﾝﾗｲﾝ

①取組紹介『困りごと支援のための有償ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体設立の取り組み』
発表団体：牛田学区社会福祉協議会

②質疑応答、情報交換、情報共有
③その他：ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動保険、行事用保険について

赤い羽根共同募金のお願いについて
ｵﾝﾗｲﾝ研修会開催の紹介

月の開催日程と内容について

地区社協： 名
区社協： 名

月 日 水
東区総合福祉ｾﾝﾀｰ
階 大会議室

①地域団体連携支援基金 事業費助成金について
②その他：協同労働について

ｻﾛﾝのﾈﾀ帳について
月の開催日程と内容について

地区社協： 名
区社協： 名

月 日 木
ｵﾝﾗｲﾝ

①取組紹介『ｺﾛﾅ禍で実施してきた取組紹介等』
発表団体：福田地区社会福祉協議会

②質疑応答、情報交換、情報共有
③その他：障がい理解の啓発月間のご案内について

拠点の 環境の設置状況について
地域団体連携支援基金の今年度申請見込みについて

月の開催日程と内容について

地区社協： 名
区社協： 名
行 政： 名

月 日 木
ｵﾝﾗｲﾝ

①地域団体連携支援基金 事業費助成金 申請事例の紹介
②質疑応答、情報交換、情報共有
③その他： 月の開催日程について

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末貸与に関する意向調査について（広島市からのｱﾝｹｰﾄ）
の整備状況について

ゆうちょ銀行 現金振込の手数料について

地区社協： 名
区社協： 名
南区社協：
市社協： 名
行 政： 名

月 日 木
ｵﾝﾗｲﾝ

【事務局長会議】
①地区社協事務局運営の現状について
②情報交換、情報共有等
③その他：地区社協活動拠点活性化支援事業 令和 年度の変更点について

月の開催日程等について

地区社協： 名
区社協： 名
行 政： 名

月 日 金
ｵﾝﾗｲﾝ

①広島市生活支援体制整備事業に係る東区区域協議体の設置・運営について
②質疑応答、情報交換、情報共有
③その他：東区社協ふくしだよりについて

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険について
月の開催日程等について

地区社協： 名
区社協： 名
行 政： 名

月 日 木
ｵﾝﾗｲﾝ

① の機能を一つ使ってみよう
②新年度に向けてのお願い
③情報交換、情報共有等
④その他

地区社協： 名
区社協： 名
行 政： 名
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エ 地区社協拠点訪問
地（学）区 訪問日 地（学）区 訪問日 地（学）区 訪問日 地（学）区 訪問日

福田 オンライン
オンライン

馬木
オンライン

上温品
オンライン

温品
オンライン

東浄
オンライン

戸坂城山 戸坂
オンライン

牛田新町 牛田 早稲田
オンライン

尾長 中山
オンライン

矢賀
オンライン

オ 区社協職員による地区社協等各種会議・行事等への参加
地区等 日にち等 会議・行事名等 場所

福 田 金 協同労働「真正面」 広島常光福祉会法人本部

上 温 品 土 福祉部会・近隣ミニネットワーク会議 温品福祉ｾﾝﾀｰ

温 品

火
火

温品サロンほっとウォーク会 岩谷寺 社協拠点

日 東区防災訓練 温品小学校

中山

金
月
木
金
月
金
月
月
水
水
金
金

地区社協拠点活性化支援事業に関する訪問 中山福祉センター

月 放課後フリースペースコージーロージー 中山集会所

東 浄

火
火

東浄学区社協福祉委員会 東 浄 集 会 所

月 みんなの家（放課後ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｽｸｰﾙ） 中山新町個人宅

戸坂城山

月
月

南ＩＴ教室コロナワクチン集団接種ネ
ット予約のお手伝い

南わくわくｻﾛﾝ

水 戸坂城山学区社協理事会 戸坂福祉ｾﾝﾀｰ

牛 田

金
金 牛田サポートネットほおずき役員会 牛 田 集 会 所

金
金
金
木
木
木
木
木
木
水
水

地区社協拠点活性化支援事業に関する訪問 牛田集会所

木 牛田学区社協理事会 牛 田 集 会 所

 

早 稲 田

水
新任地区社協会長・地域福祉推進委員

研修会の講師依頼
早稲田集会所

木

木
早稲田地域防災プラットフォーム

宗教法人東方之光

広島研修センター

矢 賀
概ね月 回 矢賀ボランティアバンク訪問 矢賀中央集会所

金 独楽の会 矢賀中央集会所

尾 長
月 尾長地区社協拠点訪問 広報紙取材 尾長学区集会所

火 若草こども食堂カレーパーティー 若草主城教会

区 域 木 広島東区農産物品評会・農産物寄贈会 温品

カ 地区社協助成金（市社協分）の交付 （単位：円）

地区社協名
市補助金

運営費助成均等

運営費助成

上乗せ交付

共同募金

実績割

地区社協活動

拠点整備助成金

福祉のまちづくりプラン

策定支援事業助成金

地区社協拠点づくり

応援助成金
合 計

福 田

馬 木

上 温 品

温 品

中 山

東 浄

戸 坂 城 山

戸 坂

牛 田 新 町

牛 田

早 稲 田

尾 長

矢 賀

合 計

・地区社協活動拠点活性化支援事業
中山地区社協（ 年目） 円、牛田学区社協（ 年目） 円

・地域団体連携支援基金事業費助成金
上温品地区社協 円（上温品ふるさとカルタ制作）
牛田新町地区社協 円（活動拠点における、他団体との話し合いの場の拠点整備事業）

キ 地区社協助成金（東区社協分）の交付
ク 地区社協車椅子ステーションの設置

貸出用の車椅子を各地区社協拠点に配置し､地区社協車椅子ｽﾃｰｼｮﾝとした。

地区社協名

ふれあい・いきいき

ｻﾛﾝ設置助成金 円

財源 賛助会費

子どもの健全育成

支援活動助成金 円

財源 賛助会費

救急医療情報ｷｯﾄ設置推進事業
地区社協車椅子

設置場所 年間利用件数
助成金 円

財源 賛助会費
設置数 件

福 田 平成 年度助成 福 田 公 民 館
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早 稲 田

水
新任地区社協会長・地域福祉推進委員

研修会の講師依頼
早稲田集会所

木

木
早稲田地域防災プラットフォーム

宗教法人東方之光

広島研修センター

矢 賀
概ね月 回 矢賀ボランティアバンク訪問 矢賀中央集会所

金 独楽の会 矢賀中央集会所

尾 長
月 尾長地区社協拠点訪問 広報紙取材 尾長学区集会所

火 若草こども食堂カレーパーティー 若草主城教会

区 域 木 広島東区農産物品評会・農産物寄贈会 温品

カ 地区社協助成金（市社協分）の交付 （単位：円）

地区社協名
市補助金

運営費助成均等

運営費助成

上乗せ交付

共同募金

実績割

地区社協活動

拠点整備助成金

福祉のまちづくりプラン

策定支援事業助成金

地区社協拠点づくり

応援助成金
合 計

福 田

馬 木

上 温 品

温 品

中 山

東 浄

戸 坂 城 山

戸 坂

牛 田 新 町

牛 田

早 稲 田

尾 長

矢 賀

合 計

・地区社協活動拠点活性化支援事業
中山地区社協（ 年目） 円、牛田学区社協（ 年目） 円

・地域団体連携支援基金事業費助成金
上温品地区社協 円（上温品ふるさとカルタ制作）
牛田新町地区社協 円（活動拠点における、他団体との話し合いの場の拠点整備事業）

キ 地区社協助成金（東区社協分）の交付
ク 地区社協車椅子ステーションの設置

貸出用の車椅子を各地区社協拠点に配置し､地区社協車椅子ｽﾃｰｼｮﾝとした。

地区社協名

ふれあい・いきいき

ｻﾛﾝ設置助成金 円

財源 賛助会費

子どもの健全育成

支援活動助成金 円

財源 賛助会費

救急医療情報ｷｯﾄ設置推進事業
地区社協車椅子

設置場所 年間利用件数
助成金 円

財源 賛助会費
設置数 件

福 田 平成 年度助成 福 田 公 民 館
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馬 木 平成 年度助成 虹の里ふれあいｾﾝﾀｰ

上 温 品 平成 年度助成 温品福祉ｾﾝﾀｰ

温 品 平成 年度助成 社協事務所 岩谷寺内 ・温品公民館

中 山 中山福祉ｾﾝﾀｰ･中山集会所

東 浄 平成 年度助成 東 浄 集 会 所

戸坂城山 平成 年度助成 戸坂福祉ｾﾝﾀｰ

戸 坂 平成 年度助成 戸坂ふれあいｻﾛﾝ・さくらｻﾛﾝ

牛田新町 平成 年度助成 牛田新町集会所

牛 田 平成 年度助成 牛 田 集 会 所

早 稲 田 平成 年度助成 早稲田集会所

尾 長 平成 年度助成 尾 長 集 会 所

矢 賀 平成 年度助成 矢賀中央集会所

合 計

（２）新・福祉のまちづくり総合推進事業
ア 新・福祉のまちづくり総合推進事業の実施

地区社協名 事業助成金交付
近隣ﾐﾆﾈｯﾄﾜｰｸづくり

推進事業 ﾈｯﾄ数

ふれあい･いきいきｻﾛﾝ設置

推進事業 ｻﾛﾝ数

地区ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾊﾞﾝｸ活動

推進事業 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数

福 田

馬 木

上 温 品

温 品

中 山

東 浄

戸坂城山

戸 坂

牛田新町

牛 田

早 稲 田

尾 長

矢 賀

合 計

イ 福祉のまちづくりプラン策定支援事業
（ア） 次ﾌﾟﾗﾝ策定… 平成 年度で全 地区社協策定済

（イ） 次ﾌﾟﾗﾝ策定… 令和 年度現在 地区社協策定済 戸坂、牛田 ～ 年度策定予定

（ウ） 次ﾌﾟﾗﾝ策定… 令和 年度現在 地区社協策定済

（エ） 次ﾌﾟﾗﾝ策定… 令和 年度現在 地区社協策定済 早稲田 年度策定

（３）地域福祉推進委員設置事業
地域福祉推進委員連絡会議の開催

※新型コロナウイルス感染症感染拡大により開催できなかったため、地区社協情報交
換会により情報共有に努めた。

 

６ 広島市生活支援体制整備事業
（１）担当職員による会議・研修等への参加

ア 生活支援体制整備事業及び介護予防･日常生活支援総合事業担当者等会議 回
イ 地域包括ケア推進センター定例会 回
ウ 地域包括支援センター定例会 回
エ 見守り担当者会議 回
オ 認知症担当者会議 回
カ 地域包括支援センター活動発表会
キ 東区地域包括支援センター活動発表会
ク ケアマネ連絡会 回
ケ 地域ケアマネジメント会議 回
コ 広島市高齢者地域支え合い事業会議

地区 日にち等 会議・行事名等 場所

福 田

木
水

観音原〔見守り・お助け〕ネットワーク
協力員連絡会

観音原集会所

金
五月ヶ丘見守りネットワーク見守り連
携会

五月ヶ丘自治会
集会所

金
五月ヶ丘見守りネットワーク見守り連
携会打合せ

福木・温品地域
包括支援センター

上温品 土 福祉部会・近隣ミニネットワーク会議 温品福祉ｾﾝﾀｰ

東 浄 水 あけぼの自治会見守り会議
あけぼの自治会

集会所

尾 長

木
水
月
月

尾長見守りネット委員会 尾長学区集会所

サ 地域ケア会議・多職種連携会議等
圏域･地区 日にち等 会議名等 場所

福木・
温品圏域

随時 第 層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとの協議 東区総合福祉ｾﾝﾀｰ他

月 福田地区地域ケア会議 温品福祉センター

東 浄

火
木
金
金
木
水
金

東浄学区生活支援勉強会協議
戸坂地域包括支援

センター他

金
土

東浄生活支援勉強会 東浄集会所

火
金

あけぼの自治会地域ケア会議
あけぼの自治会

集会所

戸坂城山 木
南わくわくサロンＩＴ教室オンライン
サロン開催に関する協議

南わくわくサロン

戸坂圏域
随時 第 層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとの協議 東区総合福祉ｾﾝﾀｰ他

月
火

戸坂圏域ケアマネ連絡会
第一病院

ふれあいサロン他

牛田新町 火
うしたあらぐさクラブの活動について
協議

牛田新町集会所

牛 田

金
金

サポートネットほおずき住民主体型生
活支援訪問サービス立ち上げに関する
協議

牛田集会所

月
サポートネットほおずき住民主体型生
活支援訪問サービス利用者に関するケ
ース会議

牛田集会所

水 牛田旭 丁目サロン立ち上げに関する協議
牛田・早稲田地域
包括支援センター

－ 12 － － 13 －



 

６ 広島市生活支援体制整備事業
（１）担当職員による会議・研修等への参加

ア 生活支援体制整備事業及び介護予防･日常生活支援総合事業担当者等会議 回
イ 地域包括ケア推進センター定例会 回
ウ 地域包括支援センター定例会 回
エ 見守り担当者会議 回
オ 認知症担当者会議 回
カ 地域包括支援センター活動発表会
キ 東区地域包括支援センター活動発表会
ク ケアマネ連絡会 回
ケ 地域ケアマネジメント会議 回
コ 広島市高齢者地域支え合い事業会議

地区 日にち等 会議・行事名等 場所

福 田

木
水

観音原〔見守り・お助け〕ネットワーク
協力員連絡会

観音原集会所

金
五月ヶ丘見守りネットワーク見守り連
携会

五月ヶ丘自治会
集会所

金
五月ヶ丘見守りネットワーク見守り連
携会打合せ

福木・温品地域
包括支援センター

上温品 土 福祉部会・近隣ミニネットワーク会議 温品福祉ｾﾝﾀｰ

東 浄 水 あけぼの自治会見守り会議
あけぼの自治会

集会所

尾 長

木
水
月
月

尾長見守りネット委員会 尾長学区集会所

サ 地域ケア会議・多職種連携会議等
圏域･地区 日にち等 会議名等 場所

福木・
温品圏域

随時 第 層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとの協議 東区総合福祉ｾﾝﾀｰ他

月 福田地区地域ケア会議 温品福祉センター

東 浄

火
木
金
金
木
水
金

東浄学区生活支援勉強会協議
戸坂地域包括支援

センター他

金
土

東浄生活支援勉強会 東浄集会所

火
金

あけぼの自治会地域ケア会議
あけぼの自治会

集会所

戸坂城山 木
南わくわくサロンＩＴ教室オンライン
サロン開催に関する協議

南わくわくサロン

戸坂圏域
随時 第 層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとの協議 東区総合福祉ｾﾝﾀｰ他

月
火

戸坂圏域ケアマネ連絡会
第一病院

ふれあいサロン他

牛田新町 火
うしたあらぐさクラブの活動について
協議

牛田新町集会所

牛 田

金
金

サポートネットほおずき住民主体型生
活支援訪問サービス立ち上げに関する
協議

牛田集会所

月
サポートネットほおずき住民主体型生
活支援訪問サービス利用者に関するケ
ース会議

牛田集会所

水 牛田旭 丁目サロン立ち上げに関する協議
牛田・早稲田地域
包括支援センター

－ 13 －



 

牛田・
早稲田

金 ウォーキング活動開始に関する協議 早稲田神社

牛田・早
稲田圏域

随時 第 層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとの協議 東区総合福祉ｾﾝﾀｰ他

金
金
金
金
金

牛田・早稲田圏域ケアマネ連絡会 オンライン

二葉圏域

随時 第 層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとの協議 二葉地域包括支援ｾﾝﾀｰ他
木
木

二葉圏域ケアマネ連絡会 オンライン

金 医療と介護・地域の多職種連携会議 オンライン

矢 賀 土
矢賀学区「高齢者避難リスト」作成に
関する会議

矢賀中央集会所

区 域

木 東区地域共生社会の実現に向けたﾈｯﾄﾜｰｸ会議 東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

月
水
水
水
水
水

東区地域共生社会の実現に向けたネッ
トワーク会議実務者協議

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

火
医療と介護・地域の多種職連携会議
（ 研修）

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

シ 認知症支えあいカフェ等への参加
圏 域 日にち 会議・行事名等 場所

福 木
温 品

木 もみじカフェの再開を考える会 馬木公民館

水
木

間所認知症支えあいカフェ開店会議
間所認知症支えあいカフェ開店訪問

広島銀行
温品支店

水
木

旭ヶ丘認知症支えあいカフェ開店会議
旭ヶ丘認知症支えあいカフェ開店訪問

上寺氏自宅

水
水

温品きんさいカフェ訪問 上寺氏自宅

月
りらっくす温品保育園での再開にむけた
視察

りらっくす
温品保育園

中 山 火
認知症カフェ立ち上げに向けた早稲田
みち草カフェ見学

早稲田集会所

戸坂圏域
土 戸坂 認知症サポーター養成講座 東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

火 認サポステかふぇ
第一病院

ふれあいサロン

区 域

木 認知症サポーターステップアップ講座 東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

木 認知症けあカフェ 東区 東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

月 広島県明乳会 認知症サポーター養成講座 オンライン

ス その他研修等

・ いきがい・助け合いサミット 神奈川（オンライン） 、

・ 地域包括ケア推進セミナー

・ 居場所づくり連絡会

・ 広島市地域包括支援センター職員研修会

・ 広島県生活支援コーディネーター養成研修（オンライン） 、

・ 広島県生活支援体制整備事業における圏域別情報交換会（オンライン）

・ 広島市協同労働モデル事業発表会（オンライン）

・ 第６回よこはま地域福祉フォーラム（オンデマンド配信）

（２） 協議体に関する会議等

 

ア 戸坂ともいきネット（戸坂圏域協議体）

会議名 開催頻度 内容 場所

実務者会議
毎月第 木曜日

～

・「戸坂お役立ち情報」テイクアウト版について

・実行委員会に向けて

・実行委員会の振返り、次年度の取組

について

※コロナ蔓延のため 月、 月、 月は中止

戸坂福祉センター

交響 生活介護事業所 和音

オンライン

事務局会議
毎月第 木曜日

実務者会議後

・実務者会議の振り返りおよび計画

・関係機関での情報共有

・実行委員会に向けて協議

・実行委員会の振返り、次年度にむけ

て

・次年度の実務者会議について

活動報告、今後の活動について

※コロナ蔓延のため 月、 月は中止

戸坂福祉センター

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

オンライン

実行委員会 木 活動報告、今後の活動について 交響 生活介護事業所 和音

イ 市域協議体

日時・場所 内容

（水 集合開催延期のた

め書面開催

コロナ禍による地域活動への影響など

コロナウィルス感染症に関する助成金について

コロナ禍における地域福祉活動の取組報告

つながり報告集について

アンケート「コロナ禍の活動について」

ええとこ通信第４号配布

木 ～

【本会場】

広島市総合福祉センター

【サテライト会場】

安佐南区総合福祉センター

ひろしまええとこつながり報告会 ～コロナに負けない

地域活動～

講演「コロナ禍で考える 気にかけ合う地域づくり」

講師：ご近所福祉クリエイター 酒井 保 氏

東区事例報告「ウォーキング活動の広がり」

西区事例報告「庚午地区オンラインの取り組み」

中区事例報告「ふれあい神崎の取り組み」

（３） 介護予防・日常生活支援総合事業
ア 住民主体型生活支援訪問サービス
・実施団体数 団体 牛田サポートネットほおずきが 月 日から新たに実施

・ 団体と随時情報共有

イ 地域高齢者交流サロン運営事業・地域介護予防拠点整備促進事業
・実施団体数 団体

・サロン等への訪問 回（実施団体以外のサロンも含む）

・実績報告作成に係る確認事務 ～

ウ 市民啓発フォーラム・説明会・情報交換会等

－ 14 － － 15 －



 

ア 戸坂ともいきネット（戸坂圏域協議体）

会議名 開催頻度 内容 場所

実務者会議
毎月第 木曜日

～

・「戸坂お役立ち情報」テイクアウト版について

・実行委員会に向けて

・実行委員会の振返り、次年度の取組

について

※コロナ蔓延のため 月、 月、 月は中止

戸坂福祉センター

交響 生活介護事業所 和音

オンライン

事務局会議
毎月第 木曜日

実務者会議後

・実務者会議の振り返りおよび計画

・関係機関での情報共有

・実行委員会に向けて協議

・実行委員会の振返り、次年度にむけ

て

・次年度の実務者会議について

活動報告、今後の活動について

※コロナ蔓延のため 月、 月は中止

戸坂福祉センター

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

オンライン

実行委員会 木 活動報告、今後の活動について 交響 生活介護事業所 和音

イ 市域協議体

日時・場所 内容

（水 集合開催延期のた

め書面開催

コロナ禍による地域活動への影響など

コロナウィルス感染症に関する助成金について

コロナ禍における地域福祉活動の取組報告

つながり報告集について

アンケート「コロナ禍の活動について」

ええとこ通信第４号配布

木 ～

【本会場】

広島市総合福祉センター

【サテライト会場】

安佐南区総合福祉センター

ひろしまええとこつながり報告会 ～コロナに負けない

地域活動～

講演「コロナ禍で考える 気にかけ合う地域づくり」

講師：ご近所福祉クリエイター 酒井 保 氏

東区事例報告「ウォーキング活動の広がり」

西区事例報告「庚午地区オンラインの取り組み」

中区事例報告「ふれあい神崎の取り組み」

（３） 介護予防・日常生活支援総合事業
ア 住民主体型生活支援訪問サービス
・実施団体数 団体 牛田サポートネットほおずきが 月 日から新たに実施

・ 団体と随時情報共有

イ 地域高齢者交流サロン運営事業・地域介護予防拠点整備促進事業
・実施団体数 団体

・サロン等への訪問 回（実施団体以外のサロンも含む）

・実績報告作成に係る確認事務 ～

ウ 市民啓発フォーラム・説明会・情報交換会等

－ 15 －



 

日時・場所 説明会・研修会名等

月 日 水 ～
月 日 火 ～

広島市総合福祉センター

地域の支え合いを広げるための勉強会
「全国における生活支援体制整備事業の取組」

講師：公益財団法人さわやか福祉財団 髙橋 望 氏
「コロナ禍だからこそ地域の支え合いを広げるため

に大切にしたいこと」
講師：ご近所福祉クリエイター 酒井 保 氏

月 日 火 ～
～

光市総合福祉センター オンライン

令和 年度ふれあい・いきいきサロン代表者の集い
「コロナ禍から始まった温品学区社協サロンほっと
“ウォーク会”とウォーキングの広がり」

月 日 水 ～
東区総合福祉センター

令和３年度地域高齢者交流サロン運営事業・地域介護
予防拠点整備促進事業実施団体交流会
「コロナ禍でもできるレク講座」
講師： 法人ひろしまﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会 副理事長

法人いきいきアクティビティサービス 理事長
奥田 祐子氏

月 日 木 ～
月 日 金 ～

東区総合福祉センター

支え合い事業合同研修会
「みんなで考えようわが町の未来」講座

講師：医療法人永和会 老人保健施設かなえ
施設長 小山 峰志 氏

講師：社会福祉法人庄原市社会福祉協議会
会長 上田 正之 氏

月 日 金 ～
東区総合福祉センター

広島市生活支援体制整備事業担い手養成講座
大人のための社会参加と生きがいづくり体験講座第１回
講師：一般社団法人リエゾン地域福祉研究所

代表理事 丸山 法子 氏
第 回～第 回は新型コロナウィルス感染症の影響で
令和 年度に延期

７ 研修・会議事業
（１）東区社協主催事業

ア 地域福祉講座（東区福祉のまちづくり公開講座） ※再掲
【※新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施なし】

（２）市社協等主催の研修・会議等への参加
ア 広島市域新任地区社協会長・地域福祉推進委員研修会

日 時 令和 年 月 日（月） ～
場 所 広島市総合福祉センター 階 大会議室
説 明 社会福祉協議会の歴史と活動の変遷

新・福祉のまちづくり総合推進事業の目的と内容
生活支援体制整備事業及び介護予防・日常生活支援総合事業について
説明者：広島市社会福祉協議会 地域福祉推進課

活動報告 早稲田学区社会福祉協議会 会長 西田志都枝氏
中野地区社会福祉協議会 地域福祉推進委員 上本陸雄氏、山根勝夫氏

参加者 新任地区社協会長、地域福祉推進委員等 名

イ 地区社協役員等実践講座 介護予防･日常生活支援総合事業市民啓発研修会
日 時 令和 年 月 日（火） ～
場 所 広島市総合福祉センター 階 ホール
講 義 「“楽しく愉快な”ＳＮＳ広報」

講師 笹川進吾氏（ＳＮＳ地域活用アドバイザー）
取組紹介 ①「ＨＰ こむねっとひろしま を活用した地域情報の発信」

戸坂学区社会福祉協議会 会長 秋本昇氏
副会長 栗栖晃氏

②「ＳＮＳを活用した自治会活動」
Ａ．ＣＩＴＹ自治会 副会長 若本智子氏

ウ 広島市域地区社協会長・地域福祉推進委員合同研修会

 

【※新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止のため開催中止】
日 時 令和 年 月 日（水） ～

場 所 アステールプラザ 中ホール（オンライン同時開催）

項 目 テーマ 発表者・講師等

講 話 市長講話 広島市長 松井 一實氏

講 演 ｢災害に強い地域づくり（仮）｣
代表 園崎秀治氏

市社協報告 広島市災害ボランティアセンター本部からの報告 市社協 担当職員

実践報告

①「コロナ禍の土砂災害の復旧と被災者支援について」

②「 年 月豪雨災害から学んだこと」

古田学区社会福祉協議会

会長 迫井貢氏

山本学区社会福祉協議会

会長 小堀明男氏

エ 第 回広島県社会福祉夏季大学
日 時 令和 年 月 日（火） ～ 月 日（火）

開催方法 オンラインによる開催（動画配信）

講 義 ①「子どもたちの笑顔を守るために私たちにできること」

（一財）児童虐待防止機構ｵﾚﾝｼﾞ 理事長 島田妙子氏

②「福祉の再構築～あらゆる人が自然と混じり合う場づくり～」

（株） 代表取締役 藤岡聡子氏

③「次世代につなぐ 文化と地域づくり」

（株）あおいけあ 代表取締役 加藤忠相氏

８ 福祉推進事業

（１）高齢者福祉事業
ア 在宅介護者の組織化
（ア）認知症等在宅介護者の会「ほほえみの会」への支援

日 時 原則、毎月第 木曜日 ～

場 所 東区総合福祉センター 階 ボランティア研修室

内 容 座談会 近況報告・情報交換

（イ）男性介護者のつどい「東区ケアメンの会」への支援
日 時 原則、毎月第３木曜日 ～

場 所 東区総合福祉センター 階 小会議室

内 容 座談会（近況報告・情報交換）

（２）障害（児）者福祉事業
ア 障害（児）者の社会参加の場づくり・仲間づくり
（ア）地域障害 児 者グループ活動等への協力

牛田ｳﾙﾄﾗﾏﾝｷｯｽﾞ､すみれ会､もこもこくらぶ､広島市手をつなぐ育成会東区支部､東区
しょうがい者父母の会､東区障害児のためのｻﾏｰｽｸｰﾙ､ 法人ｽﾏｲﾙ中山､ 法人つく
しんぼ作業所､ 法人ふりーす ､社会福祉法人交響 きつつき共同作業所 ､社
会福祉法人はぐくみの里 との連携･協力

（イ）東区障害児親子教室『ちゃいちゃいくらぶ』の開催（夏・冬・春）
ａ．東区障害児親子教室『ちゃいちゃいくらぶ』開催打ち合わせ会

回 日時・場所 内容 出席者

月 日（金）

～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

階ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修室

①「ちゃいちゃいくらぶ」趣旨の確認

②令和 年度の行事の振り返り、令和 年度の冬休み行

事について

役員 名

事務局 名

－ 16 － － 17 －



 

【※新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止のため開催中止】
日 時 令和 年 月 日（水） ～

場 所 アステールプラザ 中ホール（オンライン同時開催）

項 目 テーマ 発表者・講師等

講 話 市長講話 広島市長 松井 一實氏

講 演 ｢災害に強い地域づくり（仮）｣
代表 園崎秀治氏

市社協報告 広島市災害ボランティアセンター本部からの報告 市社協 担当職員

実践報告

①「コロナ禍の土砂災害の復旧と被災者支援について」

②「 年 月豪雨災害から学んだこと」

古田学区社会福祉協議会

会長 迫井貢氏

山本学区社会福祉協議会

会長 小堀明男氏

エ 第 回広島県社会福祉夏季大学
日 時 令和 年 月 日（火） ～ 月 日（火）

開催方法 オンラインによる開催（動画配信）

講 義 ①「子どもたちの笑顔を守るために私たちにできること」

（一財）児童虐待防止機構ｵﾚﾝｼﾞ 理事長 島田妙子氏

②「福祉の再構築～あらゆる人が自然と混じり合う場づくり～」

（株） 代表取締役 藤岡聡子氏

③「次世代につなぐ 文化と地域づくり」

（株）あおいけあ 代表取締役 加藤忠相氏

８ 福祉推進事業

（１）高齢者福祉事業
ア 在宅介護者の組織化
（ア）認知症等在宅介護者の会「ほほえみの会」への支援

日 時 原則、毎月第 木曜日 ～

場 所 東区総合福祉センター 階 ボランティア研修室

内 容 座談会 近況報告・情報交換

（イ）男性介護者のつどい「東区ケアメンの会」への支援
日 時 原則、毎月第３木曜日 ～

場 所 東区総合福祉センター 階 小会議室

内 容 座談会（近況報告・情報交換）

（２）障害（児）者福祉事業
ア 障害（児）者の社会参加の場づくり・仲間づくり
（ア）地域障害 児 者グループ活動等への協力

牛田ｳﾙﾄﾗﾏﾝｷｯｽﾞ､すみれ会､もこもこくらぶ､広島市手をつなぐ育成会東区支部､東区
しょうがい者父母の会､東区障害児のためのｻﾏｰｽｸｰﾙ､ 法人ｽﾏｲﾙ中山､ 法人つく
しんぼ作業所､ 法人ふりーす ､社会福祉法人交響 きつつき共同作業所 ､社
会福祉法人はぐくみの里 との連携･協力

（イ）東区障害児親子教室『ちゃいちゃいくらぶ』の開催（夏・冬・春）
ａ．東区障害児親子教室『ちゃいちゃいくらぶ』開催打ち合わせ会

回 日時・場所 内容 出席者

月 日（金）

～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

階ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修室

①「ちゃいちゃいくらぶ」趣旨の確認

②令和 年度の行事の振り返り、令和 年度の冬休み行

事について

役員 名

事務局 名

－ 17 －



 

月 日（水）

～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

階ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修室

①「ちゃいちゃいくらぶ」春休み行事の確認 役員 名

事務局 名

ｂ．東区障害児親子教室『ちゃいちゃいくらぶ』の開催
日 時 内 容 場 所 参 加 者

春
休

み

教

室

月 日 土
～

野口美紀さんによるオカ
リナ･アコーディオン演奏
ビンゴゲーム

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ
階大会議室

名 家族 、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 名
役 員 名 、 職 員 名 計 名

※夏休み教室、冬休み教室は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策のため実施なし

（ウ）東区障がい青年のつどい『さん くらぶ』の開催

【※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策のため実施なし】

イ 障害児者団体活動の援助
（ア）東区障害児者グループ連絡会の開催

【※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策のため実施なし】
（イ）障害児者ふれあい体験活動支援

活動助成 各 円× 団体 もこもこくらぶ
（ウ）育成会東区支部総会への出席
エ）障害事業所の販売促進支援

第 回評議員会 で 法人つくしんぼ作業所による自主製品販売の場を
提供

（３）児童福祉事業

ア ちびっこ広場への遊具貸与

（ア）遊具の一斉安全点検の実施 年 回 月、 月

（イ）運営委員会連絡会議の開催 ※ちびっこ広場毎に助成金交付と現状確認を実施

（ウ）活動助成金の交付 広場運営委員会 各 円 カ所

（エ）ちびっこ広場の新設 愛宕神社前ちびっこ広場

（オ）遊 具 等 の 設 置 ･補 修 ･維 持 管 理 等
遊具等の修繕 広場
小動物： 補修及び塗装
ベンチ：座板の交換、本体塗装（ケレン、錆止め、上塗り）

イ 子どもの健全育成支援活動助成
各 円× 地区

地区社協名 行 事 名

福 田 福田盆踊り伝承事業 福田の紙芝居

馬 木 ﾌﾟﾛｱｽﾘｰﾄまたはｱｰﾃｨｽﾄの講演

上 温 品 上温品子ども会ｵﾝﾗｲﾝﾁｬﾚﾝｼﾞｸｯｷﾝｸﾞ

温 品 温品小学校の全体活動における「餅つき大会」

中 山 子どもﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

東 浄 福祉映画会の開催

 

戸坂城山 らくらく広場、戸坂福祉ｾﾝﾀｰまつり

牛田新町 自転車ﾏﾅｰ教室

牛 田 子どもの見守り（見守り活動、安全・防犯教育、情操教育）

尾 長 地域福祉映画

矢 賀 やが祭

ウ 子育て支援活動への協力

（ア）東区子育て交流ひろば運営協議会への参加
日時･場所 協議題等

月 日 金
回答〆切
書面審議

① 令和 年度実施報告
② 令和 年度決算報告
③ 令和 年度実施計画（案）
④ 令和 年度予算（案）

月 日 金
回答〆切
書面審議

① 令和 年度実施報告（中間報告）
② 令和 年度実施計画（案）
③ 親子フェスタ「ぽっぽひがし記念イベント＆ねこの手まつり」

の中止について（案）

（イ）「ひとり親家庭・児童のつどい」実施支援【※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止】

９ 共同募金配分金事業

（１）広報紙の発行「東区社協ふくしだより」 ※再掲
発行回数 回予定 （ 号～ 号）

（２）東区障がい青年のつどい『さん くらぶ』の開催 ※再掲

【※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策のため実施なし】

（３）東区ちゃいちゃいまつりの開催支援 ※再掲【※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止】

１０ ボランティアセンター活動事業
（１）ボランティア活動の推進

ア ボランティアセンター運営委員会の開催 ※再掲

日時･方法 内 容 送付先
月 日 月
書面照会

① 令和 年度東区ボランティアセンターの活動状況について
② 令和 年度東区ボランティアセンターの活動計画（案）について
③ 広島市・区社会福祉協議会の法人合併について
④ その他

委員 名

イ ボランティアコーディネーターの設置 欠員のため設置なし
ウ ボランティア活動等に関する相談・調整

（ア）ボランティア活動希望者相談調整状況
活動希望相談 件（実相談件数） （単位：件）

＜活動希望内容＞ ＜活 動 調 整＞ ＜他機関紹介等＞

介 助 訪 問 援 助 障害児者福祉施設

話 し 相 手 病 院 送 迎 等 高齢者福祉施設

外 出 援 助 通園･通学援助 児童福祉施設

保 育 外 出 援 助 医 療 機 関

手 話 行 事 援 助 当 事 者 団 体

点 訳 保育・遊び相手 有償ｻｰﾋﾞｽ団体

－ 18 － － 19 －



 

戸坂城山 らくらく広場、戸坂福祉ｾﾝﾀｰまつり

牛田新町 自転車ﾏﾅｰ教室

牛 田 子どもの見守り（見守り活動、安全・防犯教育、情操教育）

尾 長 地域福祉映画

矢 賀 やが祭

ウ 子育て支援活動への協力

（ア）東区子育て交流ひろば運営協議会への参加
日時･場所 協議題等

月 日 金
回答〆切
書面審議

① 令和 年度実施報告
② 令和 年度決算報告
③ 令和 年度実施計画（案）
④ 令和 年度予算（案）

月 日 金
回答〆切
書面審議

① 令和 年度実施報告（中間報告）
② 令和 年度実施計画（案）
③ 親子フェスタ「ぽっぽひがし記念イベント＆ねこの手まつり」

の中止について（案）

（イ）「ひとり親家庭・児童のつどい」実施支援【※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止】

９ 共同募金配分金事業

（１）広報紙の発行「東区社協ふくしだより」 ※再掲
発行回数 回予定 （ 号～ 号）

（２）東区障がい青年のつどい『さん くらぶ』の開催 ※再掲

【※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策のため実施なし】

（３）東区ちゃいちゃいまつりの開催支援 ※再掲【※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止】

１０ ボランティアセンター活動事業
（１）ボランティア活動の推進

ア ボランティアセンター運営委員会の開催 ※再掲

日時･方法 内 容 送付先
月 日 月
書面照会

① 令和 年度東区ボランティアセンターの活動状況について
② 令和 年度東区ボランティアセンターの活動計画（案）について
③ 広島市・区社会福祉協議会の法人合併について
④ その他

委員 名

イ ボランティアコーディネーターの設置 欠員のため設置なし
ウ ボランティア活動等に関する相談・調整

（ア）ボランティア活動希望者相談調整状況
活動希望相談 件（実相談件数） （単位：件）

＜活動希望内容＞ ＜活 動 調 整＞ ＜他機関紹介等＞

介 助 訪 問 援 助 障害児者福祉施設

話 し 相 手 病 院 送 迎 等 高齢者福祉施設

外 出 援 助 通園･通学援助 児童福祉施設

保 育 外 出 援 助 医 療 機 関

手 話 行 事 援 助 当 事 者 団 体

点 訳 保育・遊び相手 有償ｻｰﾋﾞｽ団体

－ 19 －



 

音 声 訳 手 話 他 の 社 協

要 約 筆 記 点 訳 地区ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾊﾞﾝｸ

行 事 援 助 音 声 訳 区外ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ

病 院 内 援 助 要 約 筆 記 そ の 他

収 集 活 動 病 院 内 案 内 合 計

寄 付 ･ 寄 贈 収 集 活 動

＜情 報 提 供＞趣 味 ･特 技 等 寄 付 ・ 寄 贈

何 か し た い 趣 味 ・ 特 技 相談対応のみ

そ の 他 そ の 他 そ の 他

合 計 合 計 合 計

※希望内容､調整が複数の場合は別々にカウント

（イ）ボランティア援助希望相談状況
援助希望相談 件（実相談件数） （単位：件）

＜相談依頼＞
＜対 象＞

＜依頼内容＞ ＜調整状況＞
個 別 施設等

本 人 高 齢 者
障害児者福祉施設

訪 問 援 助 個人ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ対応

家 族 肢体不自由者 病院送迎等 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ対応

近隣･友人･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 視覚障害者
高齢者福祉施設

通園･通学介助 他機関紹介

民 生 委 員 聴覚障害者 外 出 援 助 制度･ｻｰﾋﾞｽ紹介

医 療 機 関 知的障害者
児童福祉施設

行 事 援 助 他社協紹介

行 政 機 関 精神障害者 保育･遊び相手 地区ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾊﾞﾝｸ

地域包括支援ｾﾝﾀ 障 害 児
医 療 機 関

手 話 相 談 援 助

有償ｻｰﾋﾞｽ団体 乳幼児･児童 点 訳 調 整 中

社協 地区社協含む 青 少 年
当事者団体

音 声 訳 調整できず

福 祉 施 設 難 病 患 者 要 約 筆 記 取 り 下 げ

当事者団体

そ の 他 そ の 他 そ の 他 そ の 他ｹｱﾏﾈ･ﾍﾙﾊﾟｰ

そ の 他

合 計 合 計 合 計 合 計 合 計

※対象､調整が複数の場合は別々にカウント

エ ボランティア活動拠点の提供及び活動機材の貸出
（ア）活動拠点の提供

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾛﾝ､印刷作業室､点字印刷室､朗読録音室､ボランティアグループロッカー

（イ）ボランティア活動機材の貸出

活 動 機 材 名 件数 活 動 機 材 名 件数

ビデオプロジェクター 延長コード

スクリーン 障がいパネル
アイマスク スロープ

テント クリスマス衣装

高齢者疑似体験セット その他 ﾗｼﾞｶｾ･ ･ ﾌﾟﾚｰﾔｰ等

点字版 合 計

 

オ ボランティアグループ・ボランティア活動への支援
（ア）ボランティアセンター登録ボランティアグループ

区 分 グループ数 人 数

ボランティアセンター登録グループ 団体 名

地区ボランティアバンク登録グループ 団体 ―

ボランティアセンター個人登録者 ― 名

（イ）ボランティアグループ連絡会への支援
ａ．ボランティアグループ連絡会
回 日時･場所 内 容 出席者

月 日 金

～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

階ボランティア研修室

① 令和２年度 東区ボランティアグループ連絡会収支報告について

② 令和３年度 東区ボランティアグループ連絡会について

③ その他

ﾒﾝﾊﾞｰ 名

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事務局 名

ｂ．ボランティアグループ連絡会役員会
回 日 時 内 容 出席者

月 日 月

～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

階福祉団体共通作業室

① 令和 年度 ボランティア連絡会 てんこもり講座・交流会の開催について

② その他

役員 名

事務局 名

ｃ．ボランティアグループ連絡会研修会等の開催

（ａ）東区てんこもり講座～生活お役立ち研修～の開催
【※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策のため実施なし】

（ｂ）東区ボランティアグループ交流会の開催支援
【※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策のため実施なし】

カ ボランティア研修・養成講座の開催

（ア）ボランティア養成講座（入門編）の開催
ａ．技術系ボランティア入門講座
（ａ）要約筆記ボランティア入門講座
回 日時･場所 内 容 参加者

月 日・ 日・ 日

毎週火曜日（全 回）

～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

階ボランティア研修室

①開講式（開講あいさつ、オリエンテーション）

講義「要約筆記とは」

講義「中途失聴・難聴者とは」

実習「要約筆記の技術 」

②難聴者の体験発表、要約筆記者の体験発表

実習「要約筆記の技術 」

③実習「要約筆記の技術 」

サークル紹介

閉講式（修了証交付、まとめ、ボランティア活動について）

共催： 法人広島市要約筆記サークルおりづる東支部

共催：社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会

協力：広島市中途失聴･難聴者協会

名

－ 20 － － 21 －



 

オ ボランティアグループ・ボランティア活動への支援
（ア）ボランティアセンター登録ボランティアグループ

区 分 グループ数 人 数

ボランティアセンター登録グループ 団体 名

地区ボランティアバンク登録グループ 団体 ―

ボランティアセンター個人登録者 ― 名

（イ）ボランティアグループ連絡会への支援
ａ．ボランティアグループ連絡会
回 日時･場所 内 容 出席者

月 日 金

～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

階ボランティア研修室

① 令和２年度 東区ボランティアグループ連絡会収支報告について

② 令和３年度 東区ボランティアグループ連絡会について

③ その他

ﾒﾝﾊﾞｰ 名

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事務局 名

ｂ．ボランティアグループ連絡会役員会
回 日 時 内 容 出席者

月 日 月

～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

階福祉団体共通作業室

① 令和 年度 ボランティア連絡会 てんこもり講座・交流会の開催について

② その他

役員 名

事務局 名

ｃ．ボランティアグループ連絡会研修会等の開催

（ａ）東区てんこもり講座～生活お役立ち研修～の開催
【※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策のため実施なし】

（ｂ）東区ボランティアグループ交流会の開催支援
【※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策のため実施なし】

カ ボランティア研修・養成講座の開催

（ア）ボランティア養成講座（入門編）の開催
ａ．技術系ボランティア入門講座
（ａ）要約筆記ボランティア入門講座
回 日時･場所 内 容 参加者

月 日・ 日・ 日

毎週火曜日（全 回）

～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

階ボランティア研修室

①開講式（開講あいさつ、オリエンテーション）

講義「要約筆記とは」

講義「中途失聴・難聴者とは」

実習「要約筆記の技術 」

②難聴者の体験発表、要約筆記者の体験発表

実習「要約筆記の技術 」

③実習「要約筆記の技術 」

サークル紹介

閉講式（修了証交付、まとめ、ボランティア活動について）

共催： 法人広島市要約筆記サークルおりづる東支部

共催：社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会

協力：広島市中途失聴･難聴者協会

名

－ 21 －



 

ｂ．ボランティア♪イントロ講座♪（ボランティア入門講座）

回 日時･場所 内 容 参加者

月 日 水

～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

階大会議室

【※新型コロナウイルス感染拡大のため開催中止】

『障害児の理解と支援～子どもたちの未来のためで

きること～』

講師：広島市こども療育センター 医療部地域支援室 主任指導員 鈴木 秀穗 氏

月 日 水

～

東区総合福祉ｾﾝﾀｰ

階大会議室

【※新型コロナウイルス感染拡大のため開催中止】

『みんなで準備 ボランティア ふれあい

ぽっかぽか体操』

講師：㈱ケアウイング曙 新井 美由紀 氏

キ 広報啓発の充実

（ア）ボランティア通信の発行（新聞折り込み）
発行月 月、 月、 月（東区社協ふくしだよりと合併号で発行）
発 行 部 数 部 月 、 部 月 、 部 月

（イ）ボランティア活動情報紙『みちしお』の発行
発行月 月、 月、 月、発 行 号 数 号、 号、 号

発 行 部 数 部、配 布 対 象 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ､関係機関･団体等

（ウ）東区ちゃいちゃいまつりの開催支援 ※再掲【 ※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 開 催 中 止 】
月 日に各実行委員へ開催のアンケートを実施し 月 日付けで開催中止を決定。

（エ）防災月間に伴う防災コーナーの設置
期間： 月 日（木）～ 月 日（土）

内容：平成３０年７月の豪雨の経験を踏まえ、７月を防災月間とした。被災当時の写真

の展示や地域・区社協の取り組み、防災ｸﾞｯｽﾞ、防災に関わる資料展示による被災

した事実を風化させないこと。また防災や災害の備えに関するｸｲｽﾞｺｰﾅｰを設置

し、防災意識の啓発を目的として実施。今年度は、二葉公民館と共催で実施。

ク ボランティア活動保険などの受付

ボランティア活動保険加入者数 内､大規模災害特例による加入 名

ボランティア行事用保険加入件数 件

福祉サービス総合補償加入件数 件

（２）ボランティアセンターの情報提供機能の充実
ア ボランティア関係資料の情報収集と提供
（ア）区内の社会資源の収集と提供
（イ）ボランティアセンターの蔵書の閲覧と貸出

イ 市社協ホームページへの情報掲載 市社協ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ内に開設の区社協ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

ウ 東 区 社 協 ふ く し だ よ り 及 び 東 区 ﾎ ﾞ ﾗ ﾝ ﾃ ｨ ｱ活 動 情 報 紙 『 み ち し お 』 の 点 訳 ､音 訳 ﾃ ｰ ﾌ ﾟ等 の 作 成 ･配 布

（３）福祉教育推進事業
ア 東区青少年福祉体験講座『 ’s ミニボラ』【 ※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 開 催 中 止 】

イ 学校、地域、企業等への福祉的啓発と理解促進

 

（ア）学校等の福祉体験学習「やさしさ発見プログラム事業」への協力 計 件

学校名 学年 内容 貸出機材

上温品小学校 知的障がい者の理解に伴う講師紹介

中山小学校 盲導犬ユーザー講話

牛田新町小学校 車いす体験等 車いす

早稲田小学校 車いす体験 車いす

戸坂小学校
【新型コロナウイルス感染症に伴うまん延防止等重点措置の適用により中止】

盲導犬ユーザー講話

（イ）障がいに対する理解の啓発
ａ．東区社協 障がい理解の啓発月間

期間： 月 日（水）～ 月 日（火）
内容：障害者週間が設けられている 月を東区社協 障がい理解の啓発月間とし、本会が

行う障がいに関する事業の取組やボランティアグループ、区内の作業所、自主グル
ープの活動紹介等を行い、地域共生社会の実現に向けて障がいに関する理解の啓発
及び障がい者の社会参加の促進を目的として実施。

１１ 相談援助事業
（１）自立支援総合相談援助事業

ア 総合相談員の設置 嘱託職員１名（月～金曜／ ～ ）
イ 相談実績
（ア）相談・調整・訪問件数

相 談 調 整 訪 問 合 計

件 件 件 件

（イ）事業別相談件数
事 業 名 件 数

ａ．福祉サービス利用援助事業 件

ｂ．心 配 ご と 相 談 所 事 業 件

ｃ．在宅訪問相談援助事業 件

ｄ その他 件

合 計 件

福祉サービス利用援助事業

相 談 調 整 訪 問 契 約 解 約 ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ

ｂ 心配ごと相談所事業
相談内容 件 数 相談内容 件 数

生 計 財 産

年 金 事 故

職 業 ・ 生 業 児童福祉･母子保健

住 宅 教 育 ･ 青 少 年

家 族 障害者 児 福祉

結 婚 母 子 ･父 子 福 祉

離 婚 高 齢 者 福 祉

健康･保健･衛生 苦 情

医 療 そ の 他

人 権 ･ 法 律 合 計

－ 22 － － 23 －



 

（ア）学校等の福祉体験学習「やさしさ発見プログラム事業」への協力 計 件

学校名 学年 内容 貸出機材

上温品小学校 知的障がい者の理解に伴う講師紹介

中山小学校 盲導犬ユーザー講話

牛田新町小学校 車いす体験等 車いす

早稲田小学校 車いす体験 車いす

戸坂小学校
【新型コロナウイルス感染症に伴うまん延防止等重点措置の適用により中止】

盲導犬ユーザー講話

（イ）障がいに対する理解の啓発
ａ．東区社協 障がい理解の啓発月間

期間： 月 日（水）～ 月 日（火）
内容：障害者週間が設けられている 月を東区社協 障がい理解の啓発月間とし、本会が

行う障がいに関する事業の取組やボランティアグループ、区内の作業所、自主グル
ープの活動紹介等を行い、地域共生社会の実現に向けて障がいに関する理解の啓発
及び障がい者の社会参加の促進を目的として実施。

１１ 相談援助事業
（１）自立支援総合相談援助事業

ア 総合相談員の設置 嘱託職員１名（月～金曜／ ～ ）
イ 相談実績
（ア）相談・調整・訪問件数

相 談 調 整 訪 問 合 計

件 件 件 件

（イ）事業別相談件数
事 業 名 件 数

ａ．福祉サービス利用援助事業 件

ｂ．心 配 ご と 相 談 所 事 業 件

ｃ．在宅訪問相談援助事業 件

ｄ その他 件

合 計 件

福祉サービス利用援助事業

相 談 調 整 訪 問 契 約 解 約 ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ

ｂ 心配ごと相談所事業
相談内容 件 数 相談内容 件 数

生 計 財 産

年 金 事 故

職 業 ・ 生 業 児童福祉･母子保健

住 宅 教 育 ･ 青 少 年

家 族 障害者 児 福祉

結 婚 母 子 ･父 子 福 祉

離 婚 高 齢 者 福 祉

健康･保健･衛生 苦 情

医 療 そ の 他

人 権 ･ 法 律 合 計

－ 23 －



 

ｃ．在宅訪問相談援助事業
相 談 内 容 別 相談件数 調整件数 訪問回数

① 住宅改造や福祉機器の導入・使用
② 日常生活動作の維持向上への助言指導
③ 福祉サービス利用援助事業への助言指導
④ 成年後見制度に関するもの
⑤ 多重債務、自己破産等に関するもの
⑥ 家族関係に関するもの
⑦ 障害者等の社会参加促進に関するもの
⑧ 子育てに関するもの
⑨ 福祉サービス利用に関するもの
⑩ その他

件
件
件
件
件
件
件
件
件
件

件
件
件
件
件
件
件
件
件
件

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

合 計 件 件 回
相 談 者 別 相談件数 調整件数 訪問回数

① 高齢者
② 障害者
③ ひとり親世帯
④ 児童、青少年
⑤ その他

件
件
件
件
件

件
件
件
件
件

回
回
回
回
回

合 計 件 件 回

（２）福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）「かけはし」への協力
ア 福祉サービス利用援助事業の実施状況

※生活支援員人数 名

イ ケースカンファレンスの開催
「かけはし」 計 回

ウ 市社協主催の会議・研修会等への参加

（ア）総合相談員連絡会・研修会
日 時 内 容 場 所

月 日 木
～

令和 年度第 回日常生活自立支援事業担当職員会議
①成年後見制度利用促進センター開設について
②昨年度のコロナ禍での支援について情報交換
③各区の現状について情報交換

広島市総合福祉センター 階

月 日 木
～

成年後見制度利用促進センター勉強会
①事業説明

東区総合福祉センター
オンラインで参加

月 日 水
～

令和 年度第 回日常生活自立支援事業担当職員会議
①サブセンター開設～現在について報告
②各区の現状について情報交換

東区総合福祉センター
オンラインで参加

月 日 火
～

令和 年度第 回日常生活自立支援事業担当者連絡会
業務用ソフト操作説明会

広島市総合福祉センター 階

区 分 利用者数

類型別内訳

認知症高齢者 名

知的障害者 名

精神障害者 名

合 計 名

実施日 内 容 場 所 参加者

月 日 金 情報共有（ネットによる不正出金被害について） 東区総合福祉センター 名

月 日 水 情報共有 かけはし契約後１年間の振り返りと今後のかかわり方について 東区総合福祉センター 名

 

月 日 木
～

令和 年度第 回日常生活自立支援事業担当者連絡会
①生活支援コーディネーターの業務について説明や
事例紹介等

②その他（情報交換等）

東区総合福祉センター
オンラインで参加

月 日 金
～

令和 年度心配ごと相談事業担当者会議
①相談受付・集計事務の現状
②相談受付・集計事務の課題や改善したいこと
③今後の相談記録様式、集計方法等への意見出し

東区総合福祉センター
オンラインで参加

（３）弁護士無料法律相談会の実施

回目 日 時 令和 年 月 日（水） ～
場 所 東区総合福祉センター 階 ボランティア研修室
相談員 広島みらい法律事務所弁護士 名 相談者数 名

回目 日 時 令和 年 月 日（水） ～
場 所 東区総合福祉センター 階 ボランティア研修室
相談員 広島みらい法律事務所弁護士 名 相談者数 名

回目 日 時 令和 年 月 日（水） ～ 【相談申込なく中止】
場 所 東区総合福祉センター 階 ボランティア研修室
相談員 広島みらい法律事務所弁護士 名 相談者数 名

（４）市社協 緊急一時食品提供事業への協力
【提供実績】

区 分 延べ提供世帯数 延べ提供回数

東 区 世帯 回

（世帯内訳）

生活保護世帯 世帯 単 身 世 帯 世帯

非保護世帯等 世帯 複数世帯等 世帯

計 世帯 計 世帯

１２ 受託事業等

（１）市社協受託事業

ア 派遣件数及び派遣時間等
（ア）視覚障害者ガイドヘルパー

利用登録者 名 ﾍﾙﾊﾟｰ登録者※ 名 活 動 件 数 件

実 利 用 者 名 実活動ﾍﾙﾊﾟｰ数 名 活動時間数 時間

※視覚障害者ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰは支援者 ﾍﾙﾊﾟｰ と利用者とのﾍﾟｱ登録が不要なことから､視覚障害者ｶﾞｲﾄﾞ

ﾍﾙﾊﾟｰの市域全体における登録総数を記載

活動謝金 円 交通費 円

（イ）車椅子等ガイドヘルパー

利用登録者 名 ﾍﾙﾊﾟｰ登録者 名 活 動 件 数 件

実 利 用 者 名 実活動ﾍﾙﾊﾟｰ数 名 活動時間数 時間

活動謝金 円 交通費 円
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月 日 木
～

令和 年度第 回日常生活自立支援事業担当者連絡会
①生活支援コーディネーターの業務について説明や
事例紹介等

②その他（情報交換等）

東区総合福祉センター
オンラインで参加

月 日 金
～

令和 年度心配ごと相談事業担当者会議
①相談受付・集計事務の現状
②相談受付・集計事務の課題や改善したいこと
③今後の相談記録様式、集計方法等への意見出し

東区総合福祉センター
オンラインで参加

（３）弁護士無料法律相談会の実施

回目 日 時 令和 年 月 日（水） ～
場 所 東区総合福祉センター 階 ボランティア研修室
相談員 広島みらい法律事務所弁護士 名 相談者数 名

回目 日 時 令和 年 月 日（水） ～
場 所 東区総合福祉センター 階 ボランティア研修室
相談員 広島みらい法律事務所弁護士 名 相談者数 名

回目 日 時 令和 年 月 日（水） ～ 【相談申込なく中止】
場 所 東区総合福祉センター 階 ボランティア研修室
相談員 広島みらい法律事務所弁護士 名 相談者数 名

（４）市社協 緊急一時食品提供事業への協力
【提供実績】

区 分 延べ提供世帯数 延べ提供回数

東 区 世帯 回

（世帯内訳）

生活保護世帯 世帯 単 身 世 帯 世帯

非保護世帯等 世帯 複数世帯等 世帯

計 世帯 計 世帯

１２ 受託事業等

（１）市社協受託事業

ア 派遣件数及び派遣時間等
（ア）視覚障害者ガイドヘルパー

利用登録者 名 ﾍﾙﾊﾟｰ登録者※ 名 活 動 件 数 件

実 利 用 者 名 実活動ﾍﾙﾊﾟｰ数 名 活動時間数 時間

※視覚障害者ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰは支援者 ﾍﾙﾊﾟｰ と利用者とのﾍﾟｱ登録が不要なことから､視覚障害者ｶﾞｲﾄﾞ

ﾍﾙﾊﾟｰの市域全体における登録総数を記載

活動謝金 円 交通費 円

（イ）車椅子等ガイドヘルパー

利用登録者 名 ﾍﾙﾊﾟｰ登録者 名 活 動 件 数 件

実 利 用 者 名 実活動ﾍﾙﾊﾟｰ数 名 活動時間数 時間

活動謝金 円 交通費 円
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（ウ）知的障害者ガイドヘルパー

利用登録者 名 ﾍﾙﾊﾟｰ登録者 名 活 動 件 数 件

実 利 用 者 名 実活動ﾍﾙﾊﾟｰ数 名 活動時間数 時間

活動謝金 円 交通費 円

（エ）精神障害者ガイドヘルパー

利用登録者 名 ﾍﾙﾊﾟｰ登録者 名 活 動 件 数 件

実 利 用 者 名 実活動ﾍﾙﾊﾟｰ数 名 活動時間数 時間

活動謝金 円 交通費 円

１３ 貸付事務事業
（１）生活福祉資金の相談・貸付事務

ア 生活福祉資金調査委員会の開催 ※小委員会のみ開催：再掲
福祉資金 福祉費 （生保世帯のｴｱｺﾝ購入 ，
福祉資金 福祉費 （生保世帯の補聴器購入）
教育支援資金 就学支度費（生保世帯の高等学校進学費用）

イ 生活福祉資金取扱件数
（ア）取扱件数

資 金 区 分 前 年度
繰 越

新 規
貸 付

移 管
転入

償 還
完 了

償還免除・
移管 転出

次 年度
繰 越

総合支援資金

生活支援 費

住宅入居 費

一時生活再建費

教育支援資金
教育支援費 修学費

就学支度 費

離職者支援資金 ※制度廃止

福 祉 資 金
福 祉 費

緊急小口資金

不動産担保型生活資金（要保護世帯向け除く）

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
特例貸付

総合支援資金
生活支援費

総合支援資金
生活支援費
再貸付

緊急小口資金

合 計

（イ）新規貸付件数及び決定額
資 金 区 分 相談 件 貸付決定 件 貸付決定額 円

総合支援資金

緊急小口資金

教育支援資金

福祉資金
不動産担保型生活資金

新型コロナウイルス特例貸付（総合支援資金）

新型コロナウイルス特例貸付（緊急小口資金）

合 計

※相談 件 は、相談の延べ件数

 

（２）生活一時資金の相談･受付･貸付事務
相談 件 貸付 件 償還完了 件

（３）ひとり親家庭等援護資金の相談・受付・貸付事務
相談 件 貸付 件 償還完了 件

Ⅲ その他の事業

１ 表彰関係事務
（１）市社会福祉協議会会長表彰……社会福祉協議会関係功労者 個人 名
（２）県社会福祉協議会会長表彰……社会福祉協議会団体関係功労者（個人） 名

優良社会福祉協議会 １団体
（３）全国社会福祉協議会会長表彰…社会福祉協議会優良活動 団体
（４）市長表彰…社会福祉協議会関係功労者（個人） 名
（５）県共同募金委員会会長表彰……共同募金運動奉仕功労者（個人） 名

共同募金運動優良地区・団体 団体
（６）ボランティア功労者に対する厚生労働大臣表彰… 団体

２ 車椅子の貸出し
貸出件数 件

３ 共同募金会事務への協力
（１）東区共同募金委員会の開催 ※コロナウイルス感染拡大防止のため書面審議

内容・広島市東区共同募金委員会 正副会長について（報告）
・令和 年度 広島市協働募金委員会事業報告等について
・令和 年度 広島市協働募金委員会募金運動実施計画について
・令和 年度 広島市協働募金委員会「地域テーマ募金」について

・広島市東区共同募金委員会について
・資材について

（２）東区共同募金委員会募金額
円（戸別・街頭・法人・職域・その他）

４ 各種実習生等の受入れ
社会福祉士養成課程現場実習
広島文化学園大学 名 ※自己都合により辞退

県立広島大学 名 ※新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言期間中

のため大学より辞退

５ 災害被災者への支援
・令和 年 月 日からの大雨に伴う被災区社協応援職員の派遣（安佐南区）

～ （ 名）、 ～ （ 名）、 ～ （ 名）、 ～ （ 名）

・平成 年 月広島県豪雨災害義援金、令和 年島根県松江市大規模火災義援金、令和 年 月

福島県沖地震義援金、令和 年 月大雨災害静岡県義援金、令和 年 月島根県大雨災害義援

金、令和 年 月広島県大雨災害義援金、令和 年 月広島県大雨災害義援金等、災害被災各

地への義援金協力

６ 災害ボランティアセンターと区役所の連携について
・災害時の対応に関する区役所との組織的連携について確認を行い、災害ボランテ
ィアセンターの設置・運営準備に取組んだ

Ⅳ 事業報告の附属明細書
記載すべき事項はありません
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（２）生活一時資金の相談･受付･貸付事務
相談 件 貸付 件 償還完了 件

（３）ひとり親家庭等援護資金の相談・受付・貸付事務
相談 件 貸付 件 償還完了 件

Ⅲ その他の事業

１ 表彰関係事務
（１）市社会福祉協議会会長表彰……社会福祉協議会関係功労者 個人 名
（２）県社会福祉協議会会長表彰……社会福祉協議会団体関係功労者（個人） 名

優良社会福祉協議会 １団体
（３）全国社会福祉協議会会長表彰…社会福祉協議会優良活動 団体
（４）市長表彰…社会福祉協議会関係功労者（個人） 名
（５）県共同募金委員会会長表彰……共同募金運動奉仕功労者（個人） 名

共同募金運動優良地区・団体 団体
（６）ボランティア功労者に対する厚生労働大臣表彰… 団体

２ 車椅子の貸出し
貸出件数 件

３ 共同募金会事務への協力
（１）東区共同募金委員会の開催 ※コロナウイルス感染拡大防止のため書面審議

内容・広島市東区共同募金委員会 正副会長について（報告）
・令和 年度 広島市協働募金委員会事業報告等について
・令和 年度 広島市協働募金委員会募金運動実施計画について
・令和 年度 広島市協働募金委員会「地域テーマ募金」について

・広島市東区共同募金委員会について
・資材について

（２）東区共同募金委員会募金額
円（戸別・街頭・法人・職域・その他）

４ 各種実習生等の受入れ
社会福祉士養成課程現場実習
広島文化学園大学 名 ※自己都合により辞退

県立広島大学 名 ※新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言期間中

のため大学より辞退

５ 災害被災者への支援
・令和 年 月 日からの大雨に伴う被災区社協応援職員の派遣（安佐南区）

～ （ 名）、 ～ （ 名）、 ～ （ 名）、 ～ （ 名）

・平成 年 月広島県豪雨災害義援金、令和 年島根県松江市大規模火災義援金、令和 年 月

福島県沖地震義援金、令和 年 月大雨災害静岡県義援金、令和 年 月島根県大雨災害義援

金、令和 年 月広島県大雨災害義援金、令和 年 月広島県大雨災害義援金等、災害被災各

地への義援金協力

６ 災害ボランティアセンターと区役所の連携について
・災害時の対応に関する区役所との組織的連携について確認を行い、災害ボランテ
ィアセンターの設置・運営準備に取組んだ

Ⅳ 事業報告の附属明細書
記載すべき事項はありません
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社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会

勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 備考

事業活動による収支

収入

会費収入

寄付金収入

経常経費補助金収入

受託金収入

受取利息配当金収入

その他の収入

事業活動収入計(1)

支出

人件費支出

事業費支出

事務費支出

助成金支出

負担金支出

事業活動支出計(2)

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)  △  △

施設整備等による収支

収入

施設整備等収入計(4)

支出

施設整備等支出計(5)

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

その他の活動による収支

収入

その他の活動収入計(7)

支出

その他の活動による支出

その他の活動支出計(8)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

予備費支出(10)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)  △  △

前期末支払資金残高(12)

当期末支払資金残高(11)+(12)  △

第一号第一様式(第十七条第四項関係)

（単位：円）

法人単位資金収支計算書
（自）令和 3年 4月 1日（至）令和 4年 3月31日
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社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会 （単位：円）

勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

サービス活動増減の部

収益

会費収益 [△

寄付金収益 [△

経常経費補助金収益

受託金収益

その他の収益

サービス活動収益計(1)

費用

人件費

事業費

事務費 [△

助成金費用

負担金費用

減価償却費 [△

国庫補助金等特別積立金取崩額

サービス活動費用計(2)

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)  △  △

サービス活動外増減の部

収益

受取利息配当金収入 [△

その他のサービス活動外収入 [△

サービス活動外収益計(4)  △

費用

サービス活動外費用計(5)

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)  △

経常増減差額(7)=(3)+(6)  △  △

特別増減の部

収益

特別収益計(8)

費用

特別費用計(9)

特別増減差額(10)=(8)-(9)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)  △  △

繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額(12)

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)  △

基本金取崩額(14)

基金取崩額(15)

その他の積立金取崩額(16)

その他の積立金積立額(17)

次期繰越活動増減差額

 △

法人単位事業活動計算書
（自）令和 3年 4月 1日（至）令和 4年 3月31日

第二号第一様式(第二十三条第四項関係)
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社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会 （単位：円）

勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

サービス活動増減の部

収益

会費収益 [△

寄付金収益 [△

経常経費補助金収益

受託金収益

その他の収益

サービス活動収益計(1)

費用

人件費

事業費

事務費 [△

助成金費用

負担金費用

減価償却費 [△

国庫補助金等特別積立金取崩額

サービス活動費用計(2)

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)  △  △

サービス活動外増減の部

収益

受取利息配当金収入 [△

その他のサービス活動外収入 [△

サービス活動外収益計(4)  △

費用

サービス活動外費用計(5)

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)  △

経常増減差額(7)=(3)+(6)  △  △

特別増減の部

収益

特別収益計(8)

費用

特別費用計(9)

特別増減差額(10)=(8)-(9)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)  △  △

繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額(12)

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)  △

基本金取崩額(14)

基金取崩額(15)

その他の積立金取崩額(16)

その他の積立金積立額(17)

次期繰越活動増減差額

 △

法人単位事業活動計算書
（自）令和 3年 4月 1日（至）令和 4年 3月31日

第二号第一様式(第二十三条第四項関係)

（単位：円）

勘定科目 当年度末 前年度末 増減 勘定科目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 △ 666,821 流動負債 △ 558,001

現金預金 △ 666,821 事業未払金 △ 672,621

預り金 △ 29,697

賞与引当金

固定資産 固定負債

基本財産 負債の部合計 △ 558,001

定期預金

その他の固定資産 基本金

車輌運搬具 国庫補助金等特別積立金

器具及び備品 次期繰越活動増減差額 △ 108,820

権利 （うち当期活動増減差額） △ 108,820 △ 680,746

その他の固定資産

純資産の部合計 △ 108,820

資産の部合計 △ 666,821 負債及び純資産の部合計 △ 666,821

純  資  産  の  部

第三号第一様式(第二十七条第四項関係)

法人単位貸借対照表
令和 4年 3月31日現在

資   産   の   部 負   債   の   部
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令和４年３月３１日現在

事業区分 拠点区分 サービス区分 法人内部管理用部門

法人運営事業

企画・広報事業

部会委員会事業

広島市東区地域福祉センター指定管理事業

地区社協育成事業

役職員研修事業

高齢者福祉事業

障害児者福祉事業

児童福祉事業

共同募金配分金事業

ボランティアセンター事業

災害被災者援助事業

権利擁護 自立支援総合相談援助事業

受託事業 障害者（児）社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業

貸付事業 貸付事務事業

令和３年度 広島市東区社会福祉協議会　事業区分等体系

社会福祉事業 社会福祉事業

法人運営

地区社協育成事業

福祉推進事業

ボランティアセンター活動
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１．重要な会計方針

　（１）固定資産の減価償却の方法
　　・定額法によっている。

　（２）引当金の計上基準
　　・賞与引当金　　…職員に支給する賞与のうち、当該会計年度の負担に属する額を見積り
　　　　　　　　　　　計上している。

２．法人で採用する退職給付制度
　職員派遣元である広島市社協より退職一時金が支給となるため、退職給付制度は無し。

３．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分
　当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。なお、本会は社会福祉事業
 のみを行っており、拠点区分も一つしかないため、会計基準省令第1号第2様式(第十七条
 第四項関係)、第2号第2様式(第二十三条第四項関係)、第3号第2様式(第二十七条
 第四項関係)、第1号第3様式(第十七条第四項関係)、第2号第3様式(第二十三条
 第四項関係)、及び第3号第3様式(第二十七条第四項関係)の作成を省略 している。

　（１）法人全体の計算書類（会計基準省令第1号第1様式(第十七条第四項関係)、

　（２）社会福祉事業拠点区分計算書類（第1号第4様式(第十七条第四項関係)、

　（３）社会福祉事業拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３(⑩)）
　（４）各拠点区分におけるサービス区分の内容

　ア　社会福祉事業拠点区分
　　法人運営
　　地区社協育成事業
　　福祉推進事業
　　ボランティアセンター活動
　　権利擁護
　　受託事業
　　貸付事業

　（５）拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３(⑪)）は省略している。

４．基本財産の増減の内容及び金額
　　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

定期預金

合計

５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し
　該当なし

６．担保に供している資産
　該当なし

計算書類に対する注記（法人全体用）

　　　第2号第1様式(第二十三条第四項関係)、第3号第1様式(第二十七条第四項関係)）

　　　第2号第4様式(第二十三条第四項関係)、第3号第4様式(第二十七条第四項関係)）
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７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　　有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

８．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
　該当なし

９．関連当事者との取引の内容
　該当なし

10．重要な偶発債務
　該当なし

11．重要な後発事象
　該当なし

12．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け
　該当なし

13．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態
　　を明らかにするために必要な事項

　該当なし

車輌運搬具

器具及び備品

その他の固定資産

合計

別
紙

３
(②

)

（
単

位
:
円

）
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事
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0
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0
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（
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．
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の
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性
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内
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は
、

法
人
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職
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、
利

用
者

本
人

、
利

用
者

の
家

族
、

取
引

業
者

、
そ

の
他

と
す

る
。

　
　

　
２

．
「

寄
附

金
額

」
欄

に
は

寄
附

物
品

を
含

め
る

も
の

と
す

る
。

「
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欄

」
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は
、

経
常

経
費
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附

金
収

益
の

場
合

は
「

経
常

」
、

長
期
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営

資
金

借
入

金

　
　

　
　

元
金

償
還

寄
附

金
収

益
の

場
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は
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運
営

」
、

施
設

整
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等
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附
金

収
益
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場
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「
施

設
」

、
設

備
資

金
借

入
金

元
金

償
還

寄
附

金
収
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場
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「
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固
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金
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う
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記
入

す
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こ
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。
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「

寄
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金
額

」
の

「
区

分
小

計
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欄
は

事
業

活
動

計
算

書
の

勘
定

科
目

の
金

額
と

一
致

す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
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寄
附

金
額

の
拠

点
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分
ご

と
の

内
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の

　
　

　
　

「
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分
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、
拠

点
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分
事
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計
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書

の
勘

定
科

目
の

金
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原
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す
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も
の
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。

寄
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金
収

益
明
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書

（
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令
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３
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（

至
）
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３
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３
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日
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祉

法
人
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区
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会
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金
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訳

経 常

区
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計
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件
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額
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７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　　有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

８．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
　該当なし

９．関連当事者との取引の内容
　該当なし

10．重要な偶発債務
　該当なし

11．重要な後発事象
　該当なし

12．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け
　該当なし

13．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態
　　を明らかにするために必要な事項

　該当なし

車輌運搬具

器具及び備品

その他の固定資産

合計

別
紙

３
(②
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．
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。
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。
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固
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。
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」
の
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」
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は
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業
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別紙３(⑥)

(単位：円)

社会福祉事業 ―

前年度末残高

第一号基本金

第二号基本金

第三号基本金

当期組入額

計

当期取崩額

計

当期組入額

計

当期取崩額

計

当期組入額

計

当期取崩額

計

当期末残高

第一号基本金

第二号基本金

第三号基本金

基本金明細書

（自）　令和　３年　４月　１日　（至）　令和　４年　３月３１日

社会福祉法人 広島市東区社会福祉協議会

区分並びに組入れ及び
取崩しの事由

合計
各拠点区分ごとの内訳

第
一
号
基
本
金

第
二
号
基
本
金

　　　　合計額のみを記載するものとする。

第
三
号
基
本
金

(注)　１．「区分並びに組入れ及び取崩しの事由」の欄に該当する事項がない場合には、記載を省略する。

　　　２．①第一号基本金とは、注解（注12）（１）に規定する基本金をいう。

　　　　　②第二号基本金とは、注解（注12）（２）に規定する基本金をいう。

　　　　　③第三号基本金とは、注解（注12）（３）に規定する基本金をいう。

　　　３．従前からの特例により第一号基本金・第二号基本金の内訳を示していない法人では、

－ 35 － － 36 －



別紙３(⑥)

(単位：円)

社会福祉事業 ―

前年度末残高

第一号基本金

第二号基本金

第三号基本金

当期組入額

計

当期取崩額

計

当期組入額

計

当期取崩額

計

当期組入額

計

当期取崩額

計

当期末残高

第一号基本金

第二号基本金

第三号基本金

基本金明細書

（自）　令和　３年　４月　１日　（至）　令和　４年　３月３１日

社会福祉法人 広島市東区社会福祉協議会

区分並びに組入れ及び
取崩しの事由

合計
各拠点区分ごとの内訳

第
一
号
基
本
金

第
二
号
基
本
金

　　　　合計額のみを記載するものとする。

第
三
号
基
本
金

(注)　１．「区分並びに組入れ及び取崩しの事由」の欄に該当する事項がない場合には、記載を省略する。

　　　２．①第一号基本金とは、注解（注12）（１）に規定する基本金をいう。

　　　　　②第二号基本金とは、注解（注12）（２）に規定する基本金をいう。

　　　　　③第三号基本金とは、注解（注12）（３）に規定する基本金をいう。

　　　３．従前からの特例により第一号基本金・第二号基本金の内訳を示していない法人では、
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紙
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⑦
)

単
位
：
円

―

国
庫

補
助

金
地

方
公

共
団

体
補

助
金

そ
の

他
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団
体
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ら

の
補

助
金

法
人

運
営

事
業

共
同

募
金

配
分

金
事

業
―

そ
の
他
の
固
定
資
産
取
得

車
輌
運
搬
具

そ
の
他
の
固
定
資
産
取
得

器
具
及
び
備
品

そ
の
他
の
固
定
資
産
取
得

そ
の
他
の
固
定
資
産

当
期
積
立
額
合
計

サ
ー
ビ
ス
活
動
費
用
の
控
除
項

目
と
し
て
計
上
す
る
取
崩
額

特
別
費
用
の
控
除
項
目
と
し
て

計
上
す
る
取
崩
額

当
期
取
崩
額
合
計

前
期
繰
越
額

当 期 積 立 額 当 期 取 崩 額

当
期
末
残
高

（
注

）
サ

ー
ビ

ス
活

動
費

用
の

控
除

項
目

と
し

て
計

上
す

る
取

崩
額

に
は

、
国

庫
補

助
金

等
特

別
積

立
金

の
対

象
と

な
っ

た
固

定
資

産
の

減
価

償
却

相
当

額
等

の
取

崩
額

を
記

入
し

、
特

別
費

用
の

控
除

項
目

と
し

て
計

上
す

る
取

崩
額

に
は

、
国

庫
補

助
金

等
特

別
積

立
金

の
対

象
と

な
っ

た
固

定
資

産
が

売
却

ま
た

は
破

棄
さ

れ
た

場
合

の
取

崩
額

を
記

入
す

る
（

注
解

（
本

文
９

参
照

）
。

国
 
庫

 
補

 
助

 
金

 
等

 
特

 
別

 
積

 
立

 
金

 
明

 
細

 
書

（
自
）
　
令
和
　
３
年
４
月
１
日
　
　
　
（
至
）
令
和
　
４
年
３
月
３
１
日

社
会
福
祉
法
人
広
島
市
東
区
社
会
福
祉
協
議
会

区
分
並
び
に
積
立
て

及
び
取
崩
し
の
事
由

補
　
助
　
金
　
の
　
種
　
類

合
　
　
計

各
拠
点
区
分
の
内
訳

社
会
福
祉
事
業
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社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会

勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 備考

事業活動による収支

収入

会費収入

会員会費収入

賛助会費収入

寄付金収入

寄付金収入

経常経費補助金収入

市社協補助金収入

人件費補助金収入

事業費補助金収入

事務費補助金収入

財団助成等補助金収入

多山報恩会助成金収入

共同募金配分金収入

一般募金配分金収入

受託金収入

市受託金収入

広島市東区地域福祉ｾﾝﾀｰ指定管理受託金収入

市社協受託金収入

障害者（児）ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業受託金収入

受取利息配当金収入

受取利息配当金収入

その他の収入

雑収入

雑収入

受入研修費収入

事業活動収入計(1)

支出

人件費支出

役員報酬支出

職員給料支出

職員俸給支出

職員諸手当支出

職員賞与支出

非常勤職員給与支出

賃金職員給与支出

法定福利費支出

事業費支出

諸謝金支出

旅費交通費支出

役職員旅費支出

委員等旅費支出

消耗器具備品費支出

消耗品費支出

器具什器費支出

印刷製本費支出

車輌費支出

車輛燃料費支出

修繕費支出

通信運搬費支出

会議費支出

広報費支出

業務委託費支出

手数料支出

保険料支出

賃借料支出

雑支出

（単位：円）

第一号第四様式(第十七条第四項関係)

社会福祉事業拠点区分  資金収支計算書
（自）令和 3年 4月 1日（至）令和 4年 3月31日
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社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会

勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 備考

（単位：円）

第一号第四様式(第十七条第四項関係)

社会福祉事業拠点区分  資金収支計算書
（自）令和 3年 4月 1日（至）令和 4年 3月31日

事務費支出

福利厚生費支出

旅費交通費支出

研修研究費支出

事務消耗品費支出

消耗品費支出

器具什器費支出

印刷製本費支出

車輌費支出

車輛燃料費支出

修繕費支出

通信運搬費支出

会議費支出

手数料支出

保険料支出

賃借料支出

渉外費支出

雑支出

助成金支出

助成金支出

地区社協助成金支出

ちびっこ広場助成金支出

福祉活動助成金費用

負担金支出

負担金支出

庁舎使用負担金支出

市社協負担金支出

事業活動支出計(2)

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)  △  △

施設整備等による収支

収入

施設整備等収入計(4)

支出

施設整備等支出計(5)

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

その他の活動による収支

収入

その他の活動収入計(7)

支出

その他の活動による支出

その他の活動支出計(8)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

予備費支出(10)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)  △  △

前期末支払資金残高(12)

当期末支払資金残高(11)+(12)  △
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社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会 （単位：円）

勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)
サービス活動増減の部

収益
会費収益 [△

会員会費収益
賛助会員収益  △

寄付金収益 [△

寄付金収益  △

経常経費補助金収益
市社協補助金収益

人件費補助金収益
事業費補助金収益
事務費補助金収益  △

財団助成等補助金収益
多山報恩会助成収益

共同募金配分金収益 (△

一般募金配分金収益  △

受託金収益
市受託金収益

広島市東区地域福祉ｾﾝﾀｰ指定管理受託金収益

市社協受託金収益
障害者（児）ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業受託金収益

その他の収益
その他の収益

雑収益
受入研修費収益

サービス活動収益計(1)
費用

人件費
役員報酬
職員給料

職員俸給
職員諸手当  △

職員賞与
賞与引当金繰入
非常勤職員給与  △

賃金職員給与  △

法定福利費
事業費

諸謝金
旅費交通費

役職員旅費
委員等旅費

消耗器具備品費 (△

消耗品費
器具什器費  △

印刷製本費
車輛費

車輛燃料費
修繕費
通信運搬費
会議費
広報費  △

業務委託費
手数料
保険料
賃借料
租税公課  △

雑費

社会福祉事業拠点区分  事業活動計算書
（自）令和 3年 4月 1日（至）令和 4年 3月31日

第二号第四様式(第二十三条第四項関係)
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社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会 （単位：円）

勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

社会福祉事業拠点区分  事業活動計算書
（自）令和 3年 4月 1日（至）令和 4年 3月31日

第二号第四様式(第二十三条第四項関係)

事務費 [△

福利厚生費  △

諸謝金
旅費交通費
事務消耗品費 (△

消耗品費
器具什器費  △

印刷製本費
車輌費 (△

車輛費  △

車輛燃料費
修繕費
通信運搬費  △

会議費  △

手数料
保険料  △

賃借料
租税公課  △

渉外費
雑費

助成金費用
助成金費用

地区社協助成金費用
ちびっこ広場助成金費用
福祉活動助成金費用  △

負担金費用
負担金費用

庁舎使用負担金費用
市社協負担金費用

減価償却費 [△

国庫補助金等特別積立金取崩額
サービス活動費用計(2)
サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)  △  △

サービス活動外増減の部
収益

受取利息配当金収益 [△

その他のサービス活動外収益 [△

受入研修費収益  △

サービス活動外収益計(4)  △

費用
サービス活動外費用計(5)
サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)  △

経常増減差額(7)=(3)+(6)  △  △

特別増減の部
収益

特別収益計(8)
費用

特別費用計(9)
特別増減差額(10)=(8)-(9)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)  △  △

繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額(12)
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)  △

基本金取崩額(14)
基金取崩額(15)
その他の積立金取崩額(16)
その他の積立金積立額(17)
次期繰越活動増減差額

 △
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社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会 （単位：円）

勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

社会福祉事業拠点区分  事業活動計算書
（自）令和 3年 4月 1日（至）令和 4年 3月31日

第二号第四様式(第二十三条第四項関係)

事務費 [△

福利厚生費  △

諸謝金
旅費交通費
事務消耗品費 (△

消耗品費
器具什器費  △

印刷製本費
車輌費 (△

車輛費  △

車輛燃料費
修繕費
通信運搬費  △

会議費  △

手数料
保険料  △

賃借料
租税公課  △

渉外費
雑費

助成金費用
助成金費用

地区社協助成金費用
ちびっこ広場助成金費用
福祉活動助成金費用  △

負担金費用
負担金費用

庁舎使用負担金費用
市社協負担金費用

減価償却費 [△

国庫補助金等特別積立金取崩額
サービス活動費用計(2)
サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)  △  △

サービス活動外増減の部
収益

受取利息配当金収益 [△

その他のサービス活動外収益 [△

受入研修費収益  △

サービス活動外収益計(4)  △

費用
サービス活動外費用計(5)
サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)  △

経常増減差額(7)=(3)+(6)  △  △

特別増減の部
収益

特別収益計(8)
費用

特別費用計(9)
特別増減差額(10)=(8)-(9)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)  △  △

繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額(12)
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)  △

基本金取崩額(14)
基金取崩額(15)
その他の積立金取崩額(16)
その他の積立金積立額(17)
次期繰越活動増減差額

 △

（単位：円）

勘定科目 当年度末 前年度末 増減 勘定科目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 △ 666,821 流動負債 △ 558,001

現金預金 △ 666,821 事業未払金 △ 672,621

預り金 △ 29,697

賞与引当金

固定資産 固定負債

基本財産

定期預金

負債の部合計 △ 558,001

その他の固定資産

車輌運搬具 基本金

器具及び備品 国庫補助金等特別積立金

権利 次期繰越活動増減差額 △ 108,820

その他の固定資産 （うち当期活動増減差額） △ 108,820 △ 680,746

純資産の部合計 △ 108,820

資産の部合計 △ 666,821 負債及び純資産の部合計 △ 666,821

純  資  産  の  部

第三号第四様式(第二十七条第四項関係)

社会福祉事業拠点区分  貸借対照表
令和 4年 3月31日現在

資   産   の   部 負   債   の   部

－ 42 －



社
会

福
祉

法
人

名
　

社
会

福
祉

法
人

広
島

市
東

区
社

会
福

祉
協

議
会

拠
点

区
分

　
社

会
福

祉
事

業
（

単
位

：
円

）

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

基
本

財
産

（
有

形
固

定
資

産
）

　
基

本
財

産
特

定
預

金

基
本

財
産

合
計

そ
の
他
の
固
定
資
産
（
有
形
固
定
資
産
）

　
車

輌
運

搬
具

　
器

具
及

び
備

品

そ
の
他
の
固
定
資
産
（
有
形
固
定
資
産
）
計

そ
の
他
の
固
定
資
産
（
無
形
固
定
資
産
）

　
権

利

　
リ

サ
イ

ク
ル

預
託

金

　
パ

ス
ピ

ー
預

託
金

　
イ

コ
カ

預
託

金

そ
の
他
の
固
定
資
産
（
無
形
固
定
資
産
）
計

そ
の

他
の

固
定

資
産

計

基
本

財
産

及
び

そ
の

他
の

固
定

資
産

計

将
来

入
金

予
定

の
償

還
補

助
金

の
額

差
　

　
　

　
　

引

　
　

　
2
.
「

当
期

増
加

額
」

に
は

減
価

償
却

控
除

前
の

増
加

額
、

「
当

期
減

少
額

」
に

は
当

期
減

価
償

却
額

を
控

除
し

た
減

少
額

を
記

載
す

る
。

別
紙

3
(⑧

)

基
本
財
産
及
び
そ
の
他
の
固
定
資
産
（
有
形
・
無
形
固
定
資
産
）
の
明
細
書

（
自

）
令

和
　

３
年

　
４

月
　

１
日

　
（

至
）

令
和

　
４

年
　

３
月

３
１

日

資
産

の
種

類
及

び
名

称

期
首

帳
簿

価
額
(A
)

当
期

増
加

額
(B
)

当
期

減
価

償
却

額
(C
)

当
期

減
少

額
(D
)

期
末

帳
簿

価
額

(E
=
A
+
B
-
C
-
D
)

減
価

償
却

累
計

額
(F
)

期
末

取
得

原
価

(G
=
E
+
F
)

摘
要

(
注

）
1
.
「

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

」
に

つ
い

て
は

、
設

備
資

金
元

金
償

還
補

助
金

が
あ

る
場

合
に

は
、

償
還

補
助

総
額

を
記

載
し

た
上

で
、

国
庫

補
助

金
取

崩
計

算
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　
 
 
 
 
 
た

だ
し

、
「

将
来

入
金

予
定

の
償

還
補

助
金

の
額

」
欄

で
は

、
「

期
首

帳
簿

価
額

」
の

「
う

ち
国

庫
補

助
金

等
の

額
」

は
マ

イ
ナ

ス
表

示
し

、
実

際
に

補
助

金
を

受
け

た
場

合
に

「
当

期
増

加
額

」
の

　
　

　
「

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

」
を

プ
ラ

ス
表

示
す

る
こ

と
に

よ
り

、
「

差
引

」
欄

の
「

期
末

帳
簿

価
額

」
の

「
う

ち
国

庫
補

助
金

等
の

額
」

が
貸

借
対

照
表

上
の

国
庫

補
助

金
等

特
別

積
立

金
残

高
と

　
　

　
一

致
す

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。
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別紙３(⑨)

社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会
拠点区分  社会福祉事業

（単位：円）

目的使用 その他

賞与引当金

計

（注）

１．引当金明細書には、引当金の種類ごとに、期首残高、当期増加額、当期減少額及び期末残高の明細を記載
　　する。
２．目的使用以外の要因による減少額については、その内容及び金額を注記する。
３．都道府県共済会または法人独自の退職給付制度において、職員の転職または拠点間の異動により、退職給
　　付の支払を伴わない退職給付引当金の増加または減少が発生した場合は、当期増加額又は当期減少額（そ
　　の他）の欄に括弧書きでその金額を内数として記載するものとする。

引当金明細書

（自）令和　３年４月１日　（至）令和　４年３月３１日

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高 摘要

－ 44 －



別紙３⑩

社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会 （単位：円）

事業活動による収支

収入

会費収入

会員会費収入

賛助会費収入

寄付金収入

寄付金収入

経常経費補助金収入

市社協補助金収入

人件費補助金収入

事業費補助金収入

事務費補助金収入

財団助成等補助金収入

多山報恩会助成金収入

共同募金配分金収入

一般募金配分金収入

受託金収入

市受託金収入

広島市東区地域福祉ｾﾝﾀｰ指定管理受託金収入

市社協受託金収入

障害者（児）ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業受託金収入

受取利息配当金収入

受取利息配当金収入

その他の収入

雑収入

雑収入

事業活動収入計(1)

支出

人件費支出

役員報酬支出

職員給料支出

職員俸給支出

職員諸手当支出

職員賞与支出

非常勤職員給与支出

賃金職員給与支出

法定福利費支出

事業費支出

諸謝金支出

旅費交通費支出

役職員旅費支出

委員等旅費支出

消耗器具備品費支出

消耗品費支出

器具什器費支出

印刷製本費支出

車輌費支出支出

車輌燃料費支出

修繕費支出

通信運搬費支出

会議費支出

広報費支出

業務委託費支出

手数料支出

保険料支出

賃借料支出

租税公課費支出

雑支出

事務費支出

福利厚生費支出

旅費交通費支出

事務消耗品費支出

消耗品費支出

器具什器費支出

印刷製本費支出

車輌費支出

車輛燃料費支出

修繕費支出

通信運搬費支出

会議費支出

手数料支出

保険料支出

賃借料支出

租税公課費支出

渉外費支出

雑支出

助成金支出

助成金支出

地区社協助成金支出

ちびっこ広場助成金支出

福祉活動助成金費用

負担金支出

負担金支出

庁舎使用負担金支出

市社協負担金支出

事業活動支出計(2)

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) △ 752,922 △ 23,272 △ 25,957 △ 16,694

内部取引消去

社会福祉事業拠点区分  資金収支明細書
（自）令和 3年 4月 1日（至）令和 4年 3月31日

法人運営
地区社協育成

事業
福祉推進事業

ボランティア
センター活動

権利擁護 受託事業 貸付事業
勘定科目 法人合計

サービス区分

合計
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別紙３⑩

社会福祉法人広島市東区社会福祉協議会 （単位：円）

内部取引消去

社会福祉事業拠点区分  資金収支明細書
（自）令和 3年 4月 1日（至）令和 4年 3月31日

法人運営
地区社協育成

事業
福祉推進事業

ボランティア
センター活動

権利擁護 受託事業 貸付事業
勘定科目 法人合計

サービス区分

合計

施設整備等による収支

収入

施設整備等収入計(4)

支出

施設整備等支出計(5)

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

その他の活動による収支

収入

サービス区分間繰入金収入 △ 771,315

法人運営サービス区分間繰入金収入 △ 771,315

法人運営事業繰入金収入 △ 771,315

その他の活動収入計(7) △ 771,315

支出

サービス区分間繰入金支出 △ 771,315

法人運営サービス区分間繰入金支出 △ 19,357

企画広報事業繰入金支出 △ 19,357

地区社協育成事業サービス区分間繰入支出 △ 751,958

地区社協育成事業繰入金支出 △ 751,958

その他の活動支出計(8) △ 771,315

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) △ 751,958

当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) △ 964 △ 23,272 △ 25,957 △ 16,694

前期末支払資金残高(11)

当期末支払資金残高(10)+(11)

－ 46 －
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紙
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(⑬
)

拠
点

区
分

 
社

会
福

祉
事

業
（

単
位

:
円

）

繰
入

元
繰

入
先

法
人

運
営

（
法
人
運
営
事
業
）

地
区

社
協

育
成

事
業

（
地
区
社
協
育
成
事
業
）

前
期

末
支

払
資

金
残

高
7
5
1
,9
5
8
地
区
社
協
育
成
事
業
の
事
業
財
源
と
し
て

（
注

）
拠

点
区

分
資

金
収

支
明

細
書

（
別

紙
３

(
⑩

)
）

を
作

成
し

た
拠

点
に

お
い

て
は

、
本

明
細

書
を

作
成

の
こ

と
。

　
　

　
繰

入
金

の
財

源
に

は
、

措
置

費
収

入
、

保
育

所
運

営
費

収
入

、
前

期
末

支
払

資
金

残
高

等
の

別
を

記
入

す
る

こ
と

。

サ
ー
ビ
ス
区
分
間
繰
入
金
明
細
書

（
自

）
　

令
和

　
３

年
　

４
月

　
１

日
　

　
（

至
）

　
令

和
　

４
年

　
３

月
３

１
日

社
会

福
祉

法
人

広
島

市
東

区
社

会
福

祉
協

議
会

サ
ー

ビ
ス

区
分

名
繰

入
金

の
財

源
（

注
）

金
額

使
用

目
的

等
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別紙４

（単位：円）

場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額

Ⅰ　資産の部

　１　流動資産

現金預金

　現金 現金手許有高 － 運転資金として － － 176,787

　小口現金 現金手許有高 － 運転資金として － － 10,000

　普通預金 広島銀行広島東支店 － 運転資金として － － 9,648,566

　振替口座 ゆうちょ銀行 － 運転資金として － － 3,552,491

13,387,844

13,387,844

　２　固定資産

　（１）　基本財産

定期預金 広島銀行広島東支店 － － － 1,400,000

1,400,000

　（２）　その他の固定資産

車輌運搬具 スズキエブリイ他１台 － 各種事業用等自動車及び介助用車椅子 1,131,400 1,131,398 2

器具及び備品 高齢者疑似体験セット他１１台 － 各種事業用等事務備品及び活動機材等 3,001,025 3,001,013 12

権利 － 法人所有電話加入権 － － 153,100

153,114

その他の固定資産

　リサイクル預託金 車輌リサイクル預託金１台分 － 自動車リサイクル法に伴う預託金 － － 8,400

　パスピー預託金 パスピー４枚分 － 交通系ICカードデポジット － － 2,000

　イコカ預託金 イコカ２枚分 － 交通系ICカードデポジット － － 1,000

11,400

164,514

1,564,514

14,952,358

Ⅱ　負債の部

　１　流動負債

事業未払金 ３月分事務用消耗品購入他　７１件 － － － 3,891,061

預り金

　所得税等預り金 役員報酬等源泉所得税 － － － 0

　ボランティア活動保険預り金 次年度分保険加入料預り金 183,750

　生活一時資金等貸付資金預り金 市社協貸付事業預り金 － － － 200,000

　広島市東区地域福祉センター使用料預り金 目的外利用使用料 － － － 0

4,274,811

賞与引当金

　職員賞与引当金 職員５名分 － － － 1,826,651

1,826,651

6,101,462

　２　固定負債

－ － － 0

0

6,101,462

8,850,896

（記載上の留意事項）
・土地、建物が複数ある場合には、科目を拠点区分毎に分けて記載するものとする。
・同一の科目について控除対象財産に該当し得るものと、該当し得ないものが含まれる場合には、分けて記載するものとする。
・科目を分けて記載した場合は、小計欄を設けて、「貸借対照表価額」欄と一致させる。
・「使用目的等」欄には、社会福祉法第55条の2の規定に基づく社会福祉充実残額の算定に必要な控除対象財産の判定を行うため、各資産の使用目的を簡潔に記載する。
　なお、負債については、「使用目的等」欄の記載を要しない。
・「貸借対照表価額」欄は、「取得価額」欄と「減価償却累計額」欄の差額と同額になることに留意する。
・建物についてのみ「取得年度」欄を記載する。
・減価償却資産（有形固定資産に限る）については、「減価償却累計額」欄を記載する。なお、減価償却累計額には、減損損失累計額を含むものとする。
　また、ソフトウエアについては、取得価額から貸借対照表価額を控除して得た額を「減価償却累計額」欄に記載する。
・車輌運搬具の○○には、会社名と車種を記載すること。車輌番号は任意記載とする。
・預金に関する口座番号は任意記載とする。

差引純資産

小計

小計

流動負債合計

固定負債合計

負債合計

財　　　　　産　　　　　目　　　　　録

令和　４年　３月３１日現在

貸借対照表科目

小計

流動資産合計

基本財産合計

小計

小計

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計
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